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土
方
美
里
ち
ゃ
ん
（
ひ
じ
か

た
・
み
さ
と
。
平
成
6
年
9
月

1
日
午
後
5
時
7
分
生
ま
れ
。

父
・
誠
さ
ん
、
母
・
千
恵
子
さ

ん
。
新
井
389
)

きょうは「敬老の日」です。

多年にわたり社会に尽くされ

五 四三ニー 障
す日

老老老老老 る野
人人 人人人 た市
はは ははは め 民 8 、、、、、

‘は
健経家家長 次‘
康 験 庭庭＜ のす野
とやとと社 負〗生能社社 会
き力会会に りで 市
がをかのつ 老老
い社 ら大と 人人
を会‘切め

寧蓋理を 老つに健なた
く役康一先輩 を解
る立と員 定し
たて明とと 忍:人めるるしし
‘よいてて 人゚

社う<‘ ‘ 塁憲今=‘ら手 ひ
参 そ し厚 ろ き
加のがく i が
の機ム守遇 民 い章
道＝らさか あ
ががれれ る
開設るる ら 日
かけ 。。敬 常
れら 愛 生
るれ さ 活

る゚ れ を。る
保

゜

て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿

を
祝
う
日
で
す
。

日
野
市
で
は
、
昭
和
57年
1
月

1
日
に
「
老
人
を
敬
い
、
社
会
参

加
を
受
け
入
れ
、
健
康
で
明
る
い

く
ら
し
を
守
る
」
こ
と
を
市
民
の

約
束
と
し
た
「
日
野
市
老
人
憲
章
」

を
制
定
。
こ
れ
は
高
齢
化
社
会
を

積
極
的
に
受
け
止
め
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う

「
敬
老
の
日
」
に

先
が
け
、

8
月
31日

と
9
月
1
日
に
市
内

の
96歳
以
上
の
高
齢
者
を
市
長
ほ

か
が
、
お
祝
い
訪
問
し
ま
し
た
。

旭
が
丘
に
お
住
ま
い
の
石
井
サ

皆
さ
ん
で
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

昏
と
命
臆
q
喩
遜
◎
旧
』

都

市

計

画

と

建
築
指
導
行
政

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
つ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
調
和
の
取
れ

①
建
築
確
認

た
市
街
地
の
形
成
を
目
掴
し
て
用
建
物
を
新
築
し
た
り
増
築
し
た

途
地
域
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
り
す
る
場
合
に
、
建
築
主
は
市
に

防
火
地
域
な
ど
を
規
定
し
た
都
市
そ
の
計
画
の
内
容
を
申
請
し
な
け

計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
建
築
掴
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し

導
行
政
で
は
、
実
際
に
建
て
ら
れ
市
は
、
そ
の
計
画
が
関
連
す
る
法

る
建
築
物
が
こ
の
都
市
計
画
に
沿
令
等
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審

い
、
そ
し
て
、
構
造
耐
力
、
防
災
、
査
し
、
適
合
す
る
こ
と
を
確
認

(II

衛
生
の
上
で
安
全
な
よ
う
に
法
律
建
築
確
認
）
し
た
と
き
は
、
そ
の

に
則
し
て
掴
導
し
ま
す
。
都
市
計
旨
を
建
築
主
に
通
知
し
ま
す
。
建

画
行
政
と
密
接
に
連
携
し
た
、
き
築
主
は
、
こ
の
確
認
通
知
を
受
け

め
細
か
な
建
築
摺
導
行
政
こ
そ
ま
た
後
で
な
い
と
、
建
築
工
事
に
着

ち
つ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
手
で
き
ま
せ
ん
。

い
え
ま
す
。

•

②
完
了
検
査

こ
れ
ま
で
市
内
の
建
築
指
導
行
建
築
工
事
が
完
了
し
た
場
合

政
は
、
都
が
多
摩
西
部
建
築
指
導
は
、
建
築
主
は
市
に
完
了
届
を
提

事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

民
に
と
っ
て
身
近
な
自
治
体
で
あ
は
完
成
し
た
建
築
物
が
関
連
す
る

る
「
市
」
自
ら
が
運
用
し
て
こ
そ
、
法
令
等
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
大
か
を
検
査
し
ま
す
。
法
令
等
に
適

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
合
し
て
い
る
場
合
、
建
築
主
に
検

も
の
で
、
市
の
老
人
福
祉
施
策
の

基
本
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
誇
り
を
持
っ
て
、
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
号
で
は
4
面
に
高
齢

者
の
医
療
制
度
と
手
当
に
つ
い
て

の
紹
介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市長が高齢者をお祝い訪問

ダ
さ
ん
は
、
明
治
29年
生
ま
れ
の

満
99歳
。
庭
で
草
花
を
育
て
る
の

と
詩
吟
が
楽
し
み
と
い
う
、
か
く

し
ゃ
く
と
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
こ

し
く
だ
さ
い
。

▲写真を見ながら市長と歓談する石井さん
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建
築
指
導
準
備
室
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平成8年4月
から実施

／
 

日
野
市
で
は
、
現
在
は
都
が
行

っ
て
い
る
建
築
摺
導
行
政
を
、
平

成
8
年
4
月
か
ら
市
で
実
施
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

建
築
指
導
行
政
は
、
建
築
物
の

建
築
計
画
等
に
あ
た
っ
て
、
建
物

や
敷
地
が
建
築
基
準
法
な
ど
に
不

適
合
が
な
い
よ
う
に
摺
導
す
る
業

務
で
、
こ
れ
に
よ
り
建
築
物
自
体

の
安
全
性
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

建
築
行
政
の

主

な

内

容

環
境
や
防
災
等
に
も
配
慮
し
た
建

築
計
画
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

市
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

端
を
担
う
業
務
と
い
え
ま
す
。

ら
、
来
年
4
月
か
ら
日
野
市
で
建

築
指
導
行
政
を
実
施
し
、
地
域
の

特
性
や
将
来
像
を
踏
ま
え
た
質
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。
建
築
主

は
、
こ
の
交
付
を
受
け
た
後
で
な

い
と
建
築
物
を
使
用
で
き
ま
せ

ん。③
違
反
建
築
物
対
策

法
令
等
に
違
反
し
た
建
築
物

は
、
建
物
使
用
者
ば
か
り
で
な
く

周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
お
よ
ほ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
こ
の

よ
う
な
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た

め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の

建
物
が
法
令
に
適
合
し
な
い
場
合

は
滋
反
建
築
物
と
し
て
是
正
摺
導

を
行
い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
業
務

◎
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
よ

う
な
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
使
用
さ
れ
、
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
報
告
を
求
め
ま
す
。

◎
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る

私
道
等
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
を

指
定
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
道
路

に
接
し
た
敷
地
に
は
、
建
築
物
が

建
築
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

建
築
指
導
行
政
は
、
昭
和
47
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
八
王
子
市
、

町
田
市
に
加
え
、
こ
と
し
4
月
か

ら
は
府
中
市
、
調
布
市
の
2
市
が

行
っ
て
い
ま
す
。
日
野
市
で
は
、
人

口
15万
人
以
上
の
市
を
対
象
に
移

管
を
順
次
行
っ
て
い
く
、
と
い
う

都
の
方
針
を
受
け
て
、
建
築
指
導

行
政
が
本
来
的
に
市
の
事
務
で
あ

る
と
認
識
し
、
い
ち
早
く
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
関
係
団
体
と
の
協
議
、

職
員
の
都
へ
の
研
修
派
遣
、
条
例

等
の
整
備
な
ど
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
及
び
業
界

・
団
体
等
の
方
に
は
今
後
も
広
報

紙
等
を
通
じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
に
向
け
て

◎
市
内
に
建
築
さ
れ
る
建
築
物
の

用
途
な
ど
の
統
計
を
と
り
ま
す
。

◎
そ
の
他
に
も
法
令
等
で
、
建
築

指
導
行
政
と
し
て
行
う
数
多
く
の

業
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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し
か
し
、
終
戦
に
よ
っ
て
軍
需
産
業
が
一

活

禁

止

さ

れ

、

航

空

機

の

生

産

も

行

わ

れ

な

i

G

く
な
っ
た
た
め
、
不
要
に
な
っ
た
大
量
の
｝

五
〗
〗
〗
〗
〗
〗

々
が
新
し
い
日
本
を
生
き
抜
い
て
行
く
た
一

め
の
生
産
活
動
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

一

価
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
の
や
か
ん

＿
写
真
の
や
か
ん
は
、
普
通
の
や
か
ん
と
飛
行
機
の
翼
の
色
を
し
た
や
か
ん
は
、

i

:
悶
異
な
り
、
肉
厚
で
、
全
体
が
渋
い
白
銀
こ
の
よ
う
な
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
時
代
の

i

ク
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
や
か
ん
は
ジ
変
化
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

0

耐
〗•

[
ぃ

｛
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
で
、
戦
後
ま
も
な
く
市
中

＇
，
、

匹
如

一

：
に
出
回
っ
た
も
の
で
す
。

9

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に

二
銅
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
を
加
え
た
合
金

＂
で
、
軽
く
て
丈
夫
な
た
め
航
空
機
の
機
体

贔

澄
．〗
、

i

叫
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

．
｀
怨

｀

•
9
9
.

〗

急
鱗
岬
詈
乳

・予

＂
こ
の
た
め
戦
時
中
は
軍
用
機
の
生
産
を
目

摯
量
瓢
瓢
冒

．x 〔
[
〗

ニ
的
と
し
た
大
増
産
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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4
回
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22
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・
宗
教
・
営
利
団
体
を
除
く
）
、
及
び
掲
載
-

-
掲
載
希
望
団
体
は
連
絡
を

0

団
体
で
代
表
者
・
連
絡
先
等
が
変
更
の
場
-一

5

「
機
関
・
団
体
名
簿
」
を
作
成
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

}
こ
と
し
も
市
民
活
動
等
の
資
料
と
し
て
▽
申
込
方
法
1
1
9
月
29
日
⑥
ま
で
に
日
野
-

-
官
公
署
や
市
民
団
体
を
掲
載
し
た
．「
機
関
市
役
所
広
報
課
(
〒
191神
明
1
の
12
の
1
)
}一

一＂
・
団
体
名
簿
」
を
発
行
し
ま
す
。
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

ヽ
一

-
新
た
に
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
（
政
治
▽
問
合
せ
先
1
1
広
報
課
6
内
線
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r
く
ら
し
と
行
政
L

総
合
市
民
相
談

)

1

0

月
1
1
H
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
↓

―

―

 

5
1
0月
15日
回
か
ら
21
日
出
ま
で
の
行
政
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

i

i

相
談
週
間
に
伴
い
、
市
で
は
「
く
ら
し
と
▽
内
容
1
1
市
政
、
行
政
、
人
権
身
の
上
、

i

i

行
政
」
総
合
市
民
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
事
故
、
労
働
、
法
律
、
登
記
、
税
務
i

0

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
毎
日
の
暮
な
ど
の
相
談

0

5

ら
し
の
中
で
因
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
※
法
律
、
登
記
、
税
務
の
相
談
は
予
約
制
（

。
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

(10月
9
日
回
午
前
8
時
30分
か
ら
電
話
0

-
▽
日
時
1110月
11
日
困
午
後
1
時
30分
ー
で
受
け
付
け
）

0

-

}
3時
30分
（
受
け
付
け
は
午
後
2
時
30分
▽
予
約
・
問
合
せ
先
1
1
広
報
課
市
民
相
談
，

担
当

(
6
8
5
.
2
0
0
0
)
0

-
ま
で
）
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1995年（平成7年） 9月15日

第879号 t9 
市 役 所
代表電話 零 85-1111

,99 9 ,9199 、'·"' ・ ・~ 99199 9 ・n19 9 ,999 9 •9999 9 •9999 9 •9199 9 ,1ド、 々 寄 庭
0人 ▽には集 参 組 ；日をりで 在
争 ※対集 11し 加パ日 号こ対の宴宅
！申象 合 月ましレ 野 りろ象介た介

ご
0込 II ‘12す て 1市 ；のに護き護
吾 多 16午 日 いド産 号体開 にり者 参 ＇
；房門亨屈り誓遭心門晨詞畠 加 9
合場上時後 lけ隊つ悩まつしまい百目＜ 多
0合の解 0 ドる士

: 
り、みすてつ

；； は男散時参方 との 号等 ゜いの
0 

を窒だ 9
抽女 マ 30加をし新 9話 るおこ‘

0選 20 分 者募 て 選 ；し 方年 家 翁さ 9
！ ＊隊士を募集＊ 噂喜信をい
i. -・. -L - - .  tみ心り換合回し‘9

し象を ， 多

0 iんリら

屑選組
；力：フ介ゆら 多

； 旦喜Z督 ＠ ， 
：闊畜ド！｀虐t〗息 I; --i ててか交 ' 

；内 19l済記齢に▽ ▽ i ▽和▽切は午 ▽フ ＇ 圭線神課 入 ‘ / 炊! 204明内し性ガ込用、
ハ申費 室定温場り午前日レぜ 多

0 
- 1日‘別キみ 11 芸員 泉 所バ 後 9程ッ

吾への野日身て II 千
9 1l ほ 11 ス 4 時 1I シ焚 9

! 12市野長住 9円ヽ号2,0か山 ゜時に 10ユ参 参

の 観 市 月
人 梨 を市 月し加多

0 1光役 電 呵 30参^  ；※ 
0 合協所話氏日加

三申 翌 星塁督芝ピ 9
； 市会産番 山 費 吾

9込 美 ゜館（日）だ心多
名 -役＾業 号 、ま 、

多術往前※さも後

0 所〒経を年で
号数 館 復 ゜集い体後
9の ‘ 貸 解合 ゜も多

し．，＂C，＇＂. e 9ll9 C・'’’● 今 ，'" 今，Il 9• 9 •9919• -•II lヽ 今 ，＇’'’ -品 場 石 し散は リ多
多
後

-、電 ▽合多
で話申は 9
82で込抽多
・日み選多
2野 II
3市 10 後

1社月 ’ 9会 6 参
-‘福 日

多

ヘ祉 画
多

協ま
議で
会に

第
5
回

スポーツの秋にさわやかな汗を流しませんか

▲まずは準備体操から

国
民
年
金
は
、
加
入
者
一

人
ひ

と
り
が
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に

よ
り
碁
礎
年
金
制
度
を
支
え
て
い

ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
第

2
号
被
保
険
者
や
そ
の
配
偶
者
で

あ
る
第

3
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

は
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
か
ら
必

要
な
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
個
人
で
保
険
料
を
納
め
る
必
要

学
生
の
方
も
20歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務

（昨年のスポ・レク）

みんなで準備体操、体験グラウンド・ゴルフ、体力測定、

おもしろ 10種目（ディスクゴルフ、長靴とばしなど）、ふれ

あいミニマラソン（約I.I km-3km-Skmコース）、公圏探険ラリー、

チャレンジ・ pK載（小学・中学・女性・一般の部）、フォー

クダンス、みんなで健康体操、リレー（中学・一般の部）、

ジャンケン・チャンピオン＆綱引き、みんなで整理体操、

一輪車競技

※このほかアトラクション（日野太鼓、日野囃子くはやし〉、

ペッ トポトルとばし）、草笛体験コーナーもあります。

は
体
育
課
、
市
民
陸
上
競
技
場
、南

平
体
育
館
の
い
ず
れ
か
へ
持
参、

ハ
ガ
キ
の
場
合
は
日
野
市
教
育
委

員
会
体
育
課

(〒
191神
明

1
の
12

の
1
)
へ
郵
送

（ハ
ガ
キ
申
し
込

み
の
方
は
事
前
に
記
載
事
項
等
詳

細
を
体
育
課
へ
問
い
合
わ
せ
を
）

▽
賞
1
1
ス
ポ
・
レ
ク
参
加
賞
の
ほ

か
、
各
種
目
で
参
加
賞

▽
注
意
1
1
①
会
場
周
辺
に
は
、
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
周

辺
の
臨
時
駐
車
場
を
こ
利
用
く
だ

さ
い
②
会
場
に
は
、

模
擬
店
・
販

一会
噛
ま
な
い
人
・
噛
め
な

演

い

人

は

ダ

メ

に

な

る

講
7
'ろ
9
/
9
9
9
9クヽ
9
/
9
9
9
9ク
‘V、/
9
9
9
9ク'//／
9
9
9
9ろ’ク
'
/
9
9
9
9ヽ’ク
2
9
9
9
9ク'/ノ

10月
10日
閲
に
日
野
市
民
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

（ス
ポ
・
レ
ク
）
を

開
催
。
こ
の
催
し
に
は
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽

し
め
る
種
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す。

事
前
に
申
し
込
み
の
必
要
な

種
目
以
外
の
も
の
は
当
日
参
加
で

き
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1110月
10日
閲
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
15分

▽
会
場
1
1
市
民
陸
上
競
技
場
（
案

内
図
参
照
）

▽
種
目

11別
表
の
と
お
り

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
申
込
書
は
、
市

役
所
5
階
体
育
課
、
同

1
階
市
民

相
談
窓
口
、
市
民
陸
上
競
技
場
、

南
平
体
育
館
、
七
生
・

多
摩
平
両

支
所
で
配
布
。

▽
事
前
申
し
込
み
必
要
種
目
1
1
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
•
P
K
戦
、
リ
レ
ー

※
以
上
の
3
種
目
は
、

9
月
29日

⑥
ま
で
に
申
込
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
申
し
込
み
を
。
申
込
書
の
場
合

至立川駅

売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
③
雨
天

の
場
合
は、

会
場
を

一
中
体
育
館

に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。
た
だ

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
変
更
が

あ
り
ま
す

▽
問
合
せ
先

11体
育
課
6
内
線

542

日
野
駅

至
八
王
子

電
車
：
日
野
駅
か
ら
徒
歩
10
分

ノ
ス
：
日
野
本
町
パ
ス
停
か
ら
徒
歩

5
分

自
家
用
車
…
市
役
所
臨
時
駐
車
場
か
ら
徒
歩

15
分

自
転
車
：
・
-
中
臨
時
駐
輪
場
か
ら
徒
歩
3
分

S
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

S

30分
か
ら

▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館

▽
講
師

11寺
川
図
秀
氏

（
歯
学
博

土
）

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
社
会
福
祉

脇
議
会

(6
8
2
.
2
3
1
9
)

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

歯
学
博
士
が
11

噛

（か
）
む
こ

と
は
脳
を
刺
激
し
、
ほ
け
を
防
ぐ
、

美
し
さ
は
歯
が
ポ
イ
ン
ト
II

な
ど
、

え¢円

ス
ラ
イ
ド
で
分
か
り
や
す
く
、

楽

し
く
説
明
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

l

こ）
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
18日
11東
京
都
市
長
会
役
晨
会

▽
日
時
1
1
9

月
19日
g
午
後
1
時

議
（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
営
業
者
な

し

た

場
合
の
3
分
の
ー
に
減
額
さ

ど
の
第
1
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
れ
ま
す
が
、

10年
以
内
で
あ
れ
ば
、

は
、
自
分
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

後
か
ら
免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
納

と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
め
る
こ
と
の
で
き
る
追
納
制
度
も

忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

将
来
年
金
あ
り
ま
す
。
追
納
し
た
期
間
は
、

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
年

り
ま
す
。
保
険
料
は
必
ず
決
め
ら
金
額
の
計
算
を
し
ま
す
。

れ
た
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
に
は
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
保
険

料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
埜
礎
年
金
が
納
付

き
（

会長拶 視 公 つ IIへ 日 議 ・ヘ 火七 19 ;•1•·· •lll•· ·•lll• ·· •lll•··IJll•· ·•lll•· ·•lll•.. •lll•• ·•lll•· ·•llll.. •lll••· •llll• · •llll•·•lltl>— •91ll• • •IIII• • •IIII•••9111•• • IIII•べIIII• • -lll• ·· •llr, • ••lll>··•lll•··•lll• ..•1111r 

見寿へ委社 え新庁 I,,..----..ス 高 野氏日三
者 あ 員 -ん都 内 出庁ポ幡口 牛 =め つ

内 祝さ 議 出団 建議自＾ ツ 動 夕 式 町: ~ 'l ・
議訪-詞▽ 首 公 - ‘冶室政 - 1弔ム -

会い つ →席体設室、蘊 行 尊 1_)に議号：旦：1 -[Fト閉.... 9l,〗園 ： 
ァ学-推▽ ク 辞藍 弓 家通況軽人 だ 齢 月 を 全 に 国会 日

墾問 賛 会 酋 旦昌 屈 園 を 進 24ラ▽ 鼻 吾 族事 に 傷董 慧 者 18日開 市 伴交 で 野 日 -
定 日 議 II 議捐席憲 主 本 日ブ 22 ．き・ 故 あ 者 の日 野催 民い 通 は 交野 歌警！

-清会へ ▽ 法宰部 II に日 天 こ
.:. 友 をり 18讐 も 交現 市しの →安 ‘通 警

記 市に 流へ し 28講 ▽ 会文卓 II 野 号 貪雙 皐と文 誓醤 痣五亭 尺斎篇悶塁誓 t器視；
者 内 挨監 同 ゅ 日 座 26会 化 話飛 弥自 士 た ゜い、 1故高 8 ゜←安動全協 とン庁自

ヨ音 i
ょ通▽ ▽ り 謡 映ヨ▽ ▽時 ▽ でラ てで
[ 課 問共 V シ 齊 ン内会 1日‘

I楽自
三 ＾ 合催 - — 容場 4 時 EEi 、

齊 クま 考参

争合せ 11 視映 II II時 11
っンたえ加も隊［

告 86先 日 八 立 ==;J 式 市 9 六ヽ 、 当 み
て ョ て反あの：

7 0 日 市
二• II野 出 墨 過典 雙 仇 藝 も日ま 交 り演；

酒隊信 云
はせ 通

．ののア 館 日加あ 楽 ん 安 ま奏吾

; 9喜 昇 夏旦 》皐 贔 誓亭虹 ゜に

山くりしか 全 すと:

自 交 ま 歌 上シル 2 。の卜 い

ム＇ー'|ー、

9

ー`、＇ー、

’iJ
、’

l

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し
て

い
れ
ば
、
在
学
中
に
万
一
け
が
や

病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
早

速
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

保
険
料
の
支
払
い
が
困

難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
相
談
く
だ

さ
い
。

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

1
1
保
険
年
金
課
6
内
線

258
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号 人▽ ま ア 防 号
自の活すの庁日

； 醤 農 °塁醤冒 1 ー ＿してい凸］］ ： マ

：救 容・ 時防 自
阜護 II 登支署
自や災 録援 で 災害時の 呈

こ情害 をホは ぎ
弓報時 行ラ‘
自提の

ー］ 主
自供け ご 棗 支援ボランティア ；
,‘が いィ 消 ． ： 
号・消▽ 録命 格イ参※防 資 等の▽消 .:.

三
上〇防申す 講 なア加登 少 格の都対火弓

自
1署 込る 習 どとし 録 年所 修 民象‘卓

. 1警 みこ等のし‘ 後 団持 了 で II 救ぎ
争 9防・とをなて災は 舅 者者 ‘18助.:.
呈-'課問が修い活 害 ‘の ③② ① 歳の.:.-
土
マ 防合で了方動時講経消日 普 以支三
？ 災 せきすでしの 習 験防 赤 通上 援 争
自 係 先まれもまボやの団救救 65活ミ
自 へ IIすば普すラ訓あ 員急 命歳動 ：

争

ァ 云 日 ° ‘通 ゜ン 練 るや 晨講 未 弓

81野 登救 資 テに方消の 習 満 弓
;'111 •• •1111 ・· • ヽ III • • • II I I • •ヽ 9119・ •• 9 1 19 ・ • 9 1 1 19 • ・ •1919 • ・ •I I II • ・ • II I I•• •II II • ・ •II II••99 1 1 9 ・ ••II I9• • •11 19• • • II II• • •II I 9 •• •II II• ・ •11 19• ••1 9 19・ • •I合

号・・号
：・-＝7
．号
・＿号
・・――――
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：
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•-
-＿
-
》
9
.
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-＝_ ．．．
 
号
：．号
：’―――-
：1-
―』..
 
-＝-了
-=h
.Ir

呻
都
市
計
画
公
園
及
び
血

[
都
市
計
画
緑
地
を
変
更

II

111

都
市
計
画
公
園

3
.
3
.
6
び
削
除

呻
号
駒
形
公
園
の
変
更
及
び
都
市
▽
区
域

11大
字
川
辺
堀
之
内
地
旧

叫
計
画
緑
地
第

7
号
平
山
緑
地
の
先
、
大
字
上
田
地
先
、
平
山
二
丁
叫

ロ
追
加
か

8
月
16日
に
な
さ
れ
ま
目
及
び
平
山
六
丁
目
各
地
内
坤

い
し
た
。

▽
問
合
せ
先
1
1
都
市
計
画
課

6
[

叫
▽
告
示
日

11
8
月
16日
内

線

306

二
＞
変
更
内
容
1
1
区
域
の
追
加
及

-
』
.

.
 

『W
.,．『l-r.t
l-E.-
＝-；`
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＿一・1-=-r.
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-
I
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命

至豊田駅

月」ビロ／」立日橋市
民
陸
上
競
技
場

至
立
川

案
内
図

(2) 

①高齢者の交通事故防止＠シートベ
ルトの着用の徹底R若者による二輪
車の交通事故防止にご協力ください。

（日野警察署）



(3) ~<r-1995~:雰:9月 15日

電話で聞ける市政情報
9 : 00-20: 00 

合 0120-042586（無料）（ 譴戸翻，： 00~17:oo)
年末年始を除く

〶
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

▽
日
程
11
10月
17日
図

▽
対
象

1
1
7カ
月
児
（
平
成
7
年

2
月
・

3
月
生
ま
れ
）

0
は
み
は
み
ク
ラ
ス

7カ月児と 12カ月児

/
 

シラ
室

ブ歯

教

閥
日
野
市
企
業
公
社
で
は
、
市

民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▲紅葉に映える雪の乗鞍岳 （昨年）

▽
日
程
1110月
25日
困

▽
対
象
1112カ
月
鬼
（
平
成
6
年

9
月
・

10月
生
ま
れ
）

以
上
▽
時
間
11①
午
前
10時
30

分
②
11時
③
11時
30分
④
正
午

▽
申
込
み

1
1
9月
25日
回
ま
で
に

電
話
で
健
康
課

(6
8
1
.
4
1
1

1
)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選

離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

: I 
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1110月
3
日

g
午
前
10時

ー

11時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象
11生
後
4
カ
月
児
（
平
成

7
年
5
月
1
日
i
6月
30日
生
ま

れ
）
と
親

※
平
成
7
年
3
月
1
日
ー
4
月
30

日
生
ま
れ
で
、

8
月
の
離
乳
食
教

室
を
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
も
可
。

▽
定
員
11先
着
25人

▽
申
込
み
11電
話
で
健
康
課

(
6

8
1
.
4
1
l
l
)

へ

「
市
民
健
康
の
つ
ど
い
」
に
掲
示

す
る
歯
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
持
参
か
郵
送

※
応
募
作
品
は
す
べ
て
掲
載
し

ま
す
。た
だ
し
、
返
却
は
し
ま
せ

ん
。
応
募
者
で
「
市
民
健
康
の
つ

ど
い
」
の
歯
科
コ
ー
ナ
ー
に
来

た
方
に
は
粗
品
を
進
呈
。

▽
問
合
せ
先
11健
康
課

(681

.
4
1
1
1
)
 

I
 

，
 

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

み
ん
な
の
栄
養
展

▽
費
用
1
1
2万
7
千
円

▽
申
込
み
1
1
9月
25日
回
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
参
加
者
4
人
ま
で
の
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番

号
、
性
別
を
、
返
信
用
表
面
に
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
昧
日

野
市
企
業
公
社
(
〒
191日
野
本
町

2
の
4
の
7
6
8
7
.
2
4
3
7
)

ヘ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

日
野
保
健
所
で

糖
尿
病
予
防
教
室

血
糖
値
が
気
に
な
る

60代
ま
で

の
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
11
10月
17日
図
午

前
9
時
ー
正
午
：
検
査
と
食
事
調

査
ほ
か
／
27日
⑥
午
後

1
時
30分

ー
3
時
：
糖
尿
病
講
涵
会
／
31日

g
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
：
楽
し

い
運
動
の
話
と
実
技
、
食
事
の
話

と
試
食
ほ
か
／
11月
6
日
⑪
午
後

1
時
30分
ー
4
時
…
検
査
結
果
の

お
知
ら
せ
と
個
別
相
談

※
27日
の
講
演
会
の
み
の
参
加
も

可
。
こ
の
場
合
は
費
用
無
料
。

▽
定
員
11先
肴
22人

▽
費
用
11
2
千
420円

▽
会
場
・
申
込
み
先
11日
野
保
健

所

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)

東
京
都
施
設
給
食
協
会
多
摩
支

部
で
は
、
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
あ
な

た
の
食
生
活
は
？
ー
や
さ
い
d
e

ヘ
ル
シ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん

I
 I

 

望月医院（児科）
多摩乎 6-3 I -4 ff8 I -0504 

•
2
4日図
・2
5日
困
午
前1
0時
ー

午
後
4
時

▽
内
容
11高
齢
者
の
お
世
話
の
仕

方
、
病
人
の
看
護
法
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
法
ほ
か

な
の
栄
養
展
を
開
催
。

＠

短
期
講
習
会

(
C
6
コ
ー
ス
）

栄
養
士
が
、
お
い
し
く
上
手
な
▽
日
時
1110月
20日
⑥
午
後
1
時

野
菜
の
取
り
方
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

1
4時

▽
日
時
1110月
5
日
困
．

6
日
⑥
▽
内
容
11病
人
の
着
替
え
と
足
浴

午
前
11時
ー
午
後
4
時

(
6日
は
の
方
法

午
前
10時
か

ら

）

以

上

い

ず

れ

も

▽

会

場

11武
蔵

▽
会
場1
1

勤
労
•
青
年
会
館
野
赤
十
字
病
院
武
蔵
野
救
護
倉
庫

▽
内
容
11野
菜
を
使
っ
た
献
立
紹

(
J
R
中
央
線
武
蔵
境
駅
南
口
徒

介
・
試
食
、
各
種
健
康
相
談
、
血
歩

8
分）

庄
測
定
や
体
脂
肪
測
定
ほ
か
▽
対
象
11欠
席
・
遅
刻
・
早
退
な
く

▽
問
合
せ
先
11
日
野
保
健
所

(
6

参
加
で
き
る
健
康
な
方
各
25人

9
1
.
1
1
5
1
)

▽
申
込
み

11往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
名

を
記
入
し
、
日
本
赤
十
字
社
東
京

都
支
部
普
及
課
家
庭
看
護
係

(
-
T

169新
宿
区
大
久
保
1
の
2
の
1
5
6

0
3
.
5
2
7
3
.
6
7
4
6
)

へ
田中内科クリニック（内科）
裏幡328森久保医療ピルft93-7576

R潤徳小

＠
正
規
講
習
会

(
C
4
コ
ー
ス
）

▽
日
時
11
10月
17日
図
・

18日
困

赤
十
字
で
家
庭

介
護
法
講
習
会

▽
日
程
1110月
24
日
囮
ー
26日
困

(
2泊
3
日）

▽
集
合

1110月
24日
午
前
8
時
に

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
※
時
間

厳
守
（
解
散
は
26日
午
後

5
時
こ

ろ
同
所
で
）

▽
コ
ー
ス

1124日
…
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
前
出
発
ー
乗
鞍
高
原
一

ノ
瀬
園
地
散
策
ー
乗
鞍
高
原
日
野

山
荘
泊

（
安
曇
野
の
四
季
に
つ
い

て
の
講
話
と
ス
ラ
イ
ド
実
施
）

／

東

京

南
農
業
協
同
組
合
の
協
力
野
支
店
②
午
後
1
時
1
4時
…
多

25日
…
日
野
山
荘
出
発
ー
上
高
地
で
、
農
産
物
即
売
会
「
土
曜
市
」
摩
平
第
七
公
園
③
午
前
10時
＼
lE

•
明
神
池
ー
河
童
矯
ー
あ
つ
み
リ
を
開
催
し
ま
す

。
午

と
午
後3
時
1
4

時
…
同
農
協

ン

ゴ

選

果

場

見

学

ー

八

ヶ

岳

高

原

新

鮮

な

野

菜

の

即

売

会

を

、

ぜ

七

生

支

店

▽

問

合

せ

先

11東
京
南
農
協
日
野

大
成
荘
泊
／
26日
：

大

成

荘

出

発

ひ

こ

利

用

く

だ

さ

い

。

▽

今

月

の

主

な

野

菜

11
ダ

イ

コ

支

店

(
6
8
3
.
2
1
1
l
)
／
同
農

ー
清
泉
寮
ー
ホ
ー
ル
オ
ブ
ホ
ー
ル
▽
日
時
・
会
場
1
1
9月
30日
①
午
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
協
七
生
支
店

(
6
9
1
.
2
0
l
l
)

ズ
（
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
博
物
館
）
で
前
10時
ー
正
午
・
・
・
東
京
南
農
協
日
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
ほ
か

／
市
産
業
経
済
課
6
内
線

202

―-＝＝＝＝＝-＝l=＝＝＝＝＝-====-＝-=＝＝＝-==＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝=-＝＝＝＝＝-＝＝＝-＝-l=＝＝＝＝=＝=＝=-===＝＝-=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝=＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝=-＝＝-=＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝====＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝-＝＝＝=＝＝=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝
I
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11月
3
日
閲
に
生
活
・
保
健
の
画
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と

セ
ン
タ
l
で
開
催
す
る
「
市
民
②
必
ず
色
を
塗
る
こ
と
（
絵
の

健
康
の
つ
ど
い
」
の
歯
科
コ
ー

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
ほ
か
）

ナ
ー
に
掲
示
す
る
「
歯
の
ポ
ス
▽
応
募
方
法
11画
用
紙
の
裏
面

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
こ
応
募
く
（
園
名
）
を
記
入
し
、

10
月
16日

だ

さ

い

。

回

ま

で

に

、

健

康
課

(6191
日
野

▽
テ
ー
マ

11歯
っ

て

た

い

せ

本

町

1
の
6
の
2
生
活
・
保
健

つ
？
？
？

▽
応
募
資
格
1
1
4歳
112歳
の

方▽
応
募
規
定
11
①
B
4サ
イ
ズ

21
困

20
困

新
鮮
な
野
菜
を
即
売
し
ま
す

士
曜
市

9
月
3
0
日

12月2日（土）

午後3時開演

S席 4,500円
A席 3,500円

前売開始

9月30日(±)
※未就学児の入場は、ご遠慮ください。

多鷹平整形外科（整・麻・遅・放科）
多摩平 5-4 -3 ft84-6806 

日野台

至日野

至豊田

須賀小児科（児科）

裏幡328森久保医療ピルft93-7888

R 潤徳小

整

形

外

科

外

科

外

科

IJヽ

児

科

内

科

J

斗

夕

禾

22
面

外

科

内

科

外

科

26
肉

25
囲

27 
（水）

28
困

29
曲

30
出

外

科

泌

尿

器

科

内 整

形

外

科

昼
食
と
見
学
ー
ワ
イ
ン
工
場
見
学

ー
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
着

▽
定
員
11市
内
在
住
の
成
人
38人

※
部
屋
割
り
は
男
女
別
の
相
部
屋

で
す
。

ふ
れ
て
み
よ
う
高
原
の
秋
I.

宦
属
睾
鱚
パ
ス
ツ
ア
ー

科

-羅!-

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター
（日野消防署 合 81-0119)へお問い合わせを。

整

形

外

科

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

HIROKO 
Nakamura 

外

科

内

科

内

科
内

科
内

科

内外

科科

内

科

外

科

外

科

J

斗

夕

禾

外

科

内

科

森久保整形外科 （整外科）
高幡328森久保医療ピルff91-2222 

R潤徳小

日野台診療所 （内・児・外・整科）
日野台4-26-14ffSl-6175 

午後 7時30分 ～10時30分

内科・小児科

日野本町 1- 7 -2生活 ・保健セ ンタ ー分室

ff84-1661 

午前10時～午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）

八王子市平岡町 18-3八王子市保健センター
ff0426-25-9128 

多摩市関戸 4-19-5多摩市立健康センター
ff0423-76-91 I 1 

池田医院（内科）
＇`’-幡 3隋 ffll-2848
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市役所
代表電話 雪85-1111

ご協力ください

゜
10月ー 国勢馴査日は

調査票は9月23日から配布

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
る
「
国
勢
調
査
」
が
、
[

1
0月
1

日
⑪
を
調
査
日
と
し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す

。

そ
~

の
調
査
票
は
、
9
月2
3日
叩
か
ら3
0日
山
ま
で
に
調
査
員
が
各
~

世
帯
へ
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
回
収
は
、

10月
1
日
か
ら
8
日

回
ま
で
に
行
い
ま
す
。
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

••
•••
•••••• 

付
す
る
も
の
で
す
。

診
療
に
際
し
て
は
、
「
老
人
医
療

受
給
者
証
」
と
「
健
康
保
険
証
」

の
提
示
が
必
要
で
す
。
医
療
機
関

の
窓
口
で
所
定
の
一
部
負
担
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
1
1
①
70歳
以
上
で
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

②
65歳
以
上
で
障
害
基
礎
年
金
2

級
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
で
、
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

▽
一
部
負
担
金
額
1
1
①
通
院
の
場

合
…
月
こ
と
に
千
10円
（
各
月
の

最
初
の
診
療
日
に
支
払
う
）

②
入
院
の
場
合
…
1
日
に
つ
き
700

円
と
食
事
代
600円

※
市
内
に
庄
ん
で
い
る
該
当
者
に

は
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
て
い
ま
す
が
、
転
入
な
ど
で

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

記
入
は

10月
1
日
現
在
で

帯
に
配
布
し
ま
す
。
調
査
員
は
必

ず
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
疑
問
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
調
査
員
証
の
提
示
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。

9
月
30日
ま
で
に
調
査
票
が
届

か
な
い
場
合
は
、
日
野
市
国
勢
調

査
実
施
本
部

（
企
画
課
内
6
内
線

418.563)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

入

院

時

一

部

負
担
金
の
減
額

ん
は
調
査
対
象
に
含
め
ま
せ
ん

が
、
逆
に
10月
1
日
の
午
前
0
時

を
過
ぎ
て
亡
く
な
っ
た
方
は
調
査

対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
登
録
を
済
ま
せ
て

い
な
い
方
で
も
、

10月
1
日
現
在

で
既
に
3
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る

方
、
最
近
移
っ
て
き
て
3
カ
月
に

満
た
な
い
が
10月
1
日
の
前
後
を

通
じ
て
3
カ
月
以
上
に
渡
っ
て
住

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
現

住
地
で
調
査
し
ま
す
。

••••••••••••

••••
•• 

紛
失
さ
れ
た
方
は
、
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
し
て
再
発
行
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

••
••••••••••••••••••

•••
••••• 

10月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
を
、
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法

は
、
大
正
9
年
か
ら
5
年
こ
と
に
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
、
今
回
は
16回
目
。
日
本
安
心
し
て
、
こ
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
今
月
中
に
配
布

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
が
対

象
と
な
り
、
今
回
は
全
国
で
約
1

調
査
は
、

10月
1
日
午
前
0
時

億

2
千
500万
人
に
及
ぶ
と
見
込
ま
調
査
票
は
、
9
月
23日
か
ら
30

現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

10月
1
日

れ

て

い

ま

す

。

日

ま

で

の

間

に

、

調

査

員

が

各

世

の

午

前

1
時
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
調
査
票
は
、
必
ず
黒
鉛
筆
で
記

調
査
の
目
的
は
、
我
が
国
の
人
~
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
名
9
2
2
9
¢
多
月
9
¢
多
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
多
W
9
9
‘
‘
‘
,
'
‘
‘
‘
‘
‘
、
g
,
／
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
g
,
‘
,
'
‘
多
月
9
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
名
'
/
‘
‘
‘
、
多
月
9
g
,
、
月
9
g
,
／
ク
9
9
9
9
9
‘
‘
‘
‘
‘
、
多
見

ロ

を

正

確

に

把

振

す

る

ほ

か

、

急

額

さ

れ

ま

す

（表
1
参
照
）

チ
て
進
行
す
る
高
齢
化
、
国

J

瓜
扉
者
の
医
療
制
度
ゃ
胃
璽

・い菟｛り}一

,[t
.
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〗
汀
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望
い
の

"
g
戸
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蜜
尋
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ぷ
＾

‘
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の

姿

を

正

確

に

知

る

こ

と

に

あ

り

璽

誓

喜

H
二年

5

ヨ七
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a
冗炉雰．

ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
都
道

府
県
・
市
区
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
:
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・
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・
:
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:
・
・
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の
行
政
を
考
え
て
い
く
大
切
な
資
-
高
齢
者
の
方
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
健
康
や
医
療
、
住
ま
い
や
介
護
な
ど

料
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
[
の
各
種
の
制
度
や
手
当
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
o

広
報
今
号
で
は
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
ヽ
そ
の

さ
ま
さ
ま
な
分
野
で
生
か
さ
れ
て
[
中
の
い

V
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
o

ぜ
ひ
活
用

V
だ
さ
い
o

な
ぉ
‘
こ
の
ほ
か
の
制
度
ヽ
手
当
に
つ
い

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
記
入
く
だ

i

て
は
、
老
人
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（

老
人
福
祉
課
）

さ
っ
た
答
え
か
ら
作
ら
れ
る
統
計汀
…
…
…
…
……
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…

•

が
み
ん
な
の
貴
重
な
財
産
と
な

り
、
ま
た
、
よ
り
快
適
で
住
み
よ
老
人
保
健
法
の

い
日
本
、
安
心
で
き
る
未
来
を
築
戻
l

癖
5

給
i

付
i

く
た
め
の
道
し
る
べ
と
な
り
ま

す。

10
月
1
日
、
国
勢
調
査
に
、
次
に
該
当
す
る
方
が
、
各
種
医

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
こ
理
解
、
こ
協
力
療
保
険
を
扱
う
医
療
機
関
等
で
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

療

を
受
け
た
と
き
、
医
療
保
険
で

※
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
認
め
ら
れ
た
範
囲
で
医
療
費
を
給
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J

円
は
入
院
共
済
事
業
の
会
費
に
一

お
預
か
り
す
る
仕
組
み
で
す
。

一

~
健
康
管
理
手
当
の

i

使

い

方

に

ご

理

解

を

量

管

理

手

当

は

、

こ

本

人

i

の
健
康
管
理
の
た
め
、
毎
月
ホ
一

ー
ム
ド
ク
タ
ー
受診
費
用
に
充
•

日
野
市
長
森
田
喜
美
男

｛
こ
と
し
も
、
国
民
の
祝
旦
敬
そ
の
一
施
策
と
し
て
、
一
人
て
る
こ
と
が
一
番
生
き
た
使
い
｛

｛
老
の
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
健
康
管
理
に
役
立
つ
道
と
、
こ
理
解
く
だ
さ
い
。
●

血

当
市
で
は
、
昭
和
57年
1
月

よ

う

70歳
以
上
の
方
全
員
に
敬
当
市
の
福
祉
施
策
で
は
、
「
寝

加

叫
1
日
に
「
日
野
市
老
人
憲
章
」
を
老
行
事
の
9
月
に
健
康
管
理
手
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
」
を
目
標
に

叫

叫
制
定
し
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
当
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
し
て
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
-

叫
る
地
域
社
会
の
基
本
理
念
を
掲
の
手
当
は
、
現
行
制
度
で
1
万
ま
す
。

二
げ
て
、
体
系
的
施
策
へ
の
取
り

4
千
円
の
と
こ
ろ
1
万
2
千
円
日
こ
ろ
か
ら
、
健
康
第
一
に
一

i

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

を
お
手
元
に
届
け
、
残
り
2
千
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。
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次
の
場
合
は
、
申
請
し
て
認
定

さ
れ
る
と
、
入
院
時
一
部
負
担
金

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

由
特
定
疾
病
に
よ
る
場
合

▽
対
象
1
1
①
慢
性
腎
不
全
で
入
院

し
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

②
血
友
病
で
入
院
し
て
い
る
方

▽
内
容
1
1
申
請
に
よ
り
「
老
人
保

健
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
交

付
を
受
け
る
と
、
一
部
負
担
金
は

1
カ
月
1
万
円
が
限
度
に
な
り
ま

す王
低
所
得
者
の
場
合

▽
対
象
1
1
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

で
、
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方

▽
内
容
1
1
甲
請
に
よ
り
「
入
院
時

調
査
票
は
黒
鉛
筆
で
記
入

入院時の食事代の一部負担金額

一般の方

入院日数が90日以下

入院日数が91日以上

老齢福祉年金受給者で、市民税
非課税世帯等の方

市民税非課税
世帯等の方

表 1

600円

450円

300円

200円

入院日数と見舞金額

7日～20日

表 2

10,000円

21日～40日 15,000円

41日～60日 20,000円

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
第

三
者
か
ら
受
け
た
傷
病
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
角
担

す
る
も
の
で
す
が
、
老
人
医
療
受

給
者
証
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
病
院
な
ど
か
ら
の

請
求
に
対
し
て
と
り
あ
え
ず
市
が

医
療
費
を
全
額
支
払
い
、
「
第
一
二
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
に
よ
り
後

日
、
加
害
者
の
責
任
の
程
度
を
審

査
、
決
定
し
、
被
害
者
に
代
わ
っ

て
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
医
療
費
に

関
す
る
示
談
は
し
な
い
で
く
だ
さ

‘̀,0 
し▽

申
請
に
必
要
な
も
の
1
1
①
老
人

61日～80日 25,000円

81日～ 110日 40,000円

111日～ 150日 50,000円

151日～ 180日 60,000円

181日以上 80,000円

入
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
マ

ー
ク
シ
ー
ト
形
式
で
、
「
光
学
式
マ

ー
ク
読
取
装
置
」
に
か
け
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
集
計
し
ま
す
の
で
、

折
り
曲
げ
た
り
汚
し
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
と
一
緒
に
お
届
け
す
る

「
調
書
票
の
記
入
の
仕
方
」
を
こ
参

照
く
だ
さ
い
。
記
入
は
正
確
に
お

一
部
負
担
金
減
額
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
る
と
、
入
院
か
ら
2
カ

月
間
の

一
部
負
担
金
が
1
日
300円

に
減
額
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
無
料

に
。
食
事
代
は
1
日
ZoO円
に
減
額

▽
対
象
1
1
主
た
る
生
計
維
持
者
が

市
民
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯
に
い

る
、
老
人
医
療
受
給
対
象
者
の
方

▽
内
容
1
1
申
請
に
よ
り
「
老
人
保

健
標
準
負
胆
額
減
額
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
る
と
、
食
事
代
が
減

10月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
の
問

に
調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺

い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
留
守
に
な
る
世
帯
は
、

早
め
に
調
査
員
に
そ
の
旨
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

老
人
入
院
見
舞
共
済
制
度
は
、

70歳
以
上
の
方
が
病
気
な
ど
で
7

日
以
上
入
院
し
た
と
き
に
見
舞
金

を
贈
る
制
度
で
す
。
見
舞
金
は
入

院
日
数
に
応
じ
て
表
2
の
と
お
り

で
す
。
忘
れ
ず
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
1
1
7
0
歳
以
上
の
日
野
市
民

で
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
7
日
以

上
入
院
し
た
方

▽
請
求
時
期
1
1
①
7
日
以
上
入
院

し
て
退
院
し
た
と
き
②
4
月
1

日
以
降
の
入
院
日
数
が
181日
以
上

に
な
っ
た
と
き
③
3
月
31日
現

在
で
入
院
日
数
が
7
日
以
上
あ
る

と

き

※

6
カ
月
以
内
に
請
求
を

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
1
1
①
入
院

期
間
が
証
明
で
き
る
も
の
（
入
院

期
間
が
明
記
さ
れ
て
い
る
領
収
書

等
）
②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も

の
）
③
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
郵

便
局
は
除
く
）

※
直
接
請
求
で
き
な
い
場
合
は
、

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
1
1
老
人
医
療
証
を
お
持
ち

の
方

▽
内
容
1
1
埜
準
看
護
以
外
の
病
院

に
入
院
し
、
医
師
の
掴
示
に
よ
り

付
添
看
護
等
を
付
け
た
場
合
、
無

利
子
で
看
護
料
を
貸
し
付
け
ま

す
。
貸
付
額
は
、
看
護
料
の
8
0
%

以
内
で
、

1
カ
月
25万
円
を
陵
度

▽
対
象
1
1
身
体
や
精
神
の
障
害
に

よ
り
居
宅
で
寝
た
き
り
の
65歳
以

上
の
方
を
、

3
カ
月
以
上
お
世
話

し
て
い
る
方

▽
支
給
額
1
1
月
1
万
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

IICD印
鑑

②
本
人
の
預
金
口
座
が
わ
か
る
も

の※
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
支
給
し

ま
す
の
で
、
未
申
請
の
方
は
老
人

福
祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
1165歳
以
上
で
身
体
や
精

神
の
障
害
に
よ
り
、

6
カ
月
以
上

入
院
し
て
い
る
か
、
居
宅
で
寝
た

き
り
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態

（
痴
ほ
う
を
含
む
）
で
、
今
後
な

お
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
に
入
所
の

方
を
除
き
ま
す
。

▽
区
分
・
支
給
額
1
1
表
3
参
照

以
上
、
高
齢
者
の
医
療
制
度
、

手
当
に
つ
い
て
は
、
老
人
福
祉
課

(
6内
線
234.236)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

老人揖祉手当支給額 表 3

所得要件基準額超

老

人

入

院

看

護

料

貸

付

29,000円

70歳以上 53,000円

入
院
時
の
食
事
代
の

一
部
負
担
金
の
減
額

手老

人

福

当 祉

交
通
事
故
な
ど
に

遭
っ
た
と
き
は

日
野
市
国
勢
調
査
実
施
本
部

（
企
画
課
内

6
内
線

418.563)

調
査
票
の
記
入
方
法

ね
た
き
り
老
人

看

護

手

当

調

査

票

の

回

収

は

10月
1
日
か
ら

8
日
ま
で

見老

舞人

共入

済院

願
い
し
ま
す
。
分
か
ら
な
い
点
は

調
査
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

医
療
受
給
者
証
②
健
康
保
険
証

③
交
通
事
故
証
明
書
④
診
断
書

（
写
し
）
⑤
印
鑑

東京都重度心身障害者手当受給者 29,000円
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講
師
に
槌
口

IE氏
（
東
京
高

齢
期
運
動
連
絡
会
事
務
局
長
）

を
招
き
、
四
団
体
の
共
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

樋
口
氏
は
講
演
の
中
で
、
日

本
の
医
療
•
福
祉
制
度
が
こ
の

十
数
年
に
「
自
己
負
担
」
「
自
立

・
自
助
」
「
公
正
化
」
な
ど
の
名

の
も
と
に
改
悪
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
も
お
年

寄
り
に
対
す
る
攻
撃
が
強
め
ら

れ
て
い
る
と
掴
摘
し
た
。

具
体
的
に
は
、

70歳
以
上
の

方
と
69歳
以
下
の
方
で
は
一
本

-.:こ-

憲法をB々 の生活に生かすまちをつくろっ

＼
 

••
•••••••

••
••••••••

••••••

••••
••••••

••••
•••
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••
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―
市
民
主
催
に
よ
る
「
茄
日
野
市
民
憲
法
記
念
行
事
」
の
メ
ー
ン
行
事
を
中
心
に
記
録
の
一
部
を
紹
[

[
介
し
ま
す
。
こ
と
し
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
50周
年
、
こ
の
機
会
に
憲
法
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
-

i
し
を
、
も
う
一
度
、
見
つ
め
直
し
、
憲
法
を
日
々
の
生
活
に
生
か
す
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
~

様
々
な
行
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一

読
く
だ
さ
い
。
（
日
野
市
民
憲
法
記
念
行
事
実
行
委
員
会
）
[

--~、• 一―_

••••
•••••
•••••

•••••
•• 

◇

メ

ー

ン

行

事

◇

経
済
の
動
き
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

「
異
常
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
と
ど
終
わ
り
に
、
永
山
利
和
氏
（
日

ま
る
こ
と
の
な
い
円
高
。
「
価
格
破
本
大
学
教
授
）
が
、
「
正
し
く
行
え

製
」
が
小
規
模
な
商
店
を
押
し
つ
ば
日
本
経
済
も
括
て
た
も
ん
で
は

ぶ
し
、
工
場
の
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
な
い
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
こ
に

る
工
業
の
空
洞
（
＜
う
ど
う
）
化
は
経
済
を
進
め
る
中
心
に
な
る
側

と
徹
底
し
た
機
械
化
に
伴
う
人
属
の
者
と
、
そ
れ
を
正
し
く
さ
せ
て

削
減
が
＿
雇
用
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き
わ
た
し
た
ち
の
賢
い
知

い
る
。
労
働
組
合
が
、
こ
の
現
実
恵
と
考
え
方
が
必
要
の
よ
う
だ
。

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
く
か
が
、
不
安
の
中
か
ら
、
希
望
へ
の
一

今
、
問
わ
れ
て
い
る
。
端
を
見
い
だ
せ
る
集
ま
り
で
し
た
。

円
高
に
よ
る
利
益
は
正
し
く
循

(
6月
18日
、
生
浩
・
保
健
セ

環
せ
ず
、
企
業
利
益
が
優
先
さ
れ
ン
タ
ー
で
開
催
）

る
日
本
経
済
。
バ
プ
ル
経
済
と
い

ハ
＼
メ

ー

ン

行

事

◇

tfj

汀
鱈
戸
闘
戸
[

[

8

本
と
ア
ジ
ア
と
私
た
ち

済

理

論

。

メ

ー

ン

行

事

の

一

っ

と

し

て

、

え

ら

れ

る

も

の

で

は

な

い

こ

と

を

さ
ら
に
我
が
国
は
、
年
金
星

金

韓

国
で
非
転
向
政
治
犯
と
し
て
投
指
摘
さ
れ
、
日
本
が
人
権
の
問
題

を
は
じ
め
国
民
に
よ
る
多
大
な
資
獄
さ
れ
た
日
を
綴
（
つ
づ
）
っ
た
を
掲
げ
、
ア
ジ
ア
ヘ
の
視
点
を
考

金
資
源
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
資
岩
波
新
書
「
獄
中
19年
」
を
、
昨
え
る
時
、
そ
こ
に
は
直
接
関
わ
っ

源
は
現
在
と
未
来
に
お
け
る
わ
た
年
出
版
さ
れ
た
徐
勝
氏
（
立
命
館
た
問
題
（
植
民
地
支
配
な
ど
）
を

し
た
ち
の
暮
ら
し
を
保
障
す
る
た
大
学
講
師
）
を
講
師
に
招
き
、
ア
考
え
、
弾
制
で
は
な
い
正
確
な
認

め
の
国
民
の
財
産
で
あ
る
。
し
か
ジ
ア
の
視
点
か
ら
、
ま
た
身
近
な
識
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ

し
、
そ
の
資
源
が
、
バ
ブ
ル
経
済
暮
ら
し
か
ら
広
く
人
権
に
つ
い
て
ら
れ
た
。

を
育
て
、
循
環
が
年
金
生
活
者
の
考
え
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

具

体
的
な
方
向
を
導
く
討
論
に

蓉
ら
し
を
追
い
詰
め
て
い
る
構
造
講
演
で
は
、
「
人
権
」
と
い
う
概
到
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
権
と

は
、
ど
こ
か
矛
盾
し
て
い
る
。

念

す
べ
て
が
一
義
的
に
捉
（
と
ら
）
い
う
テ
ー
マ
が
持
つ
深
さ
や
認
識

i

し
~

i
,
b

'
i
b
i

の
注
射
を
打
っ
て
も
ら
う
値
段

（
診
療
報
醗
と
い
っ
て
医
療
行

為
を
し
た
病
院
な
ど
の
機
関
に

国
が
支
払
う
金
額
を
定
め
た
も

の
）
が
同
じ
医
療
行
為
を
し
な

が
ら
70歳
以
上
の
方
の
ほ
う
が

低
い
こ
と
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
減

ら
し
も
長
く
入
院
し
て
い
る
と

病
院
に
入
る
金
額
が
減
っ
て
く

る
診
療
報
酬
シ
ス
テ
ム
の
影
響

で
あ
り
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て

老
人
の
健
康
と
医
療

ー
老
人
医
療
の
実
態
と
人
権
ー

人
的
・
経
済
的
裏
付
け
が
な
い

ま
ま
、
在
宅
医
療
が
出
発
し
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
現
在
の
問

題
点
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
大
の
問
題
点
は
、

「
高
齢
化
社
会
の
た
め
に
」
と
導

入
し
た
消
費
税
で
、
消
費
税
の

総
額
が
即
年
ー
叫
年
で
約
23兆

円
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
保

健
福
祉
計
画
に
使
用
し
た
金
額

の
総
額
は
、
約
6
千
700億
円
。わ

r
--、
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一

-

◇

メ

ー

ン

行

事

◇

-
都
市
防
災
と
地
方
自
治
~

-

5
千
500人
に
及
ぶ
貴
い
人
命
り
」
の
講
演
が
あ
り
、
阪
神
・
淡
｛

●
を
奪
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
路
大
震
災
の
被
害
状
況
の
分
析
1

耶
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
と
復
興
計
画
に
お
け
る
問
題
点
1

一間
に
な
っ
た
か
、
ど
う
し
た
ら
災
や
可
能
性
を
詳
細
に
わ
た
り
述
一

一―
―

 

叫
害
に
強
い
都
市
が
つ
く
れ
る
か
、
べ
て
い
た
だ
い
た
。

叩

―

―

 

叫
地
方
自
浩
の
あ
り
方
を
含
め
、
な
か
で
も
、
真
野
地
区
（
神
戸

し

＿

＿

 

i

共
に
学
び
合
い
た
い
と
企
画
し
市
長
田
区
）
で
み
ら
れ
た
災
害

枷一

て
ま
し
た
。

発
生
時
の
機
敏
な
地
域
住
民
の

叫一

i

最
初
に
、
大
震
災
の
災
害

現

協
力
体
制
を
取
り
上
げ
、
地
域
ぃ

ご
痴
へ
赴
か
れ
た
人
た
ち
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
、

i

ご
百
ぞ
れ
の
立
場
（
医
療
ボ
ラ
ま
た
、
自
治
体
と
住
民
そ
れ
ぞ
i

～
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
体
職
員
な
ど
）
れ
の
立
場
か
ら
、
防
災
都
市
づ
i

0

で
の
報
告
を
伺
っ
た
。

く
り
の
再
検
討
と
取
り
組
み
の
～

（
続
い
て
、
石
田
頼
房
氏
（
工
学
必
要
性
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
i

二
加
大
学
教
授
）
か
ら
「
防
災
か
ら

(
6月
11日
、
生
活
・
保
健
(

□

見
た
こ
れ
か
ら
の
都
市
つ
く
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）

―

ò-＝0
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を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容

で
し
た
。

(
5月
21日
、
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
）

ー
•
,
；
・

ー

9ー

9
ー

ー

（

ー

1
_

ず
か
総
額
の

2
.
3
8％
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
樋
口
氏
は
、
医
療
・

福
祉
の
面
で
も
様
々
な
攻
撃
や

人
権
侵
害
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
を
広
げ
る

の
は
全
国
各
地
で
地
城
こ
と
の

医
療
・
福
祉
を
守
り
発
展
さ
せ

取
り
組
み
を
広
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
で
、
日
野
地
域
で
の
運
動

の
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
と

話
し
ま
し
た
。

(6
月
10日、
陽
光
会
館
で
開

催）

9
.
 

内
容
の
一
部
を
紹
介
で
き
た
行

事
の
ほ
か
に
、
次
の
参
加
行
事
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
憲
法
ハ
イ
ク
「
歩
こ
う
見
よ
う

日
野
の
台
地
」

▽
討
論
集
会
「
戦
争
に
行
っ
た
ト

ッ
サ
ン
集
ま
れ
」

▽
ビ
デ
オ
と
展
示
と
語
り
「
学
び

合
う
戦
争
と
平
和
」

▽
講
演
と
酎
論
「
い
ま
教
育
は
…
」

▽
討
論
会
「
環
境
と
リ
サ
イ
ク
ル
」

▽
音
の
出
る
雑
誌
「

A
N
H」
第

1
号

▽
児
童
劇
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

▽
展
示
「
閲
心
に
き
さ
む
ア
ジ
ア

・
日
本
の
平
和
原
資
料
展
」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

後
日
、
「
お
日
野
市
民
憲
法
記
念

行
事
」
の
報
告
集
を
作
成
し
ま
す
。

報
告
集
を
希
望
さ
れ
る
方
は
実
行

委
員
会
事
務
局

（笹
本

6
8
6
.
7
.

9
2
9
)
へ
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の

参

加

行

事

靡闊麟疇瓢羹｛瓢疇
日野市民文化祭が10月1日（日）～11月19日（日）の日程で行われます。どの催しも参観大歓迎。

皆さんおそろいでお出掛けください。ジ担当＝社会教育課で内線533

◄

ス
テ
ッ
プ
も
軽
や
か
に

10:00-1s:oo 

I 0:00-1 s:oo 

9:00~ 18:00(8日は11:00)

い
一
い
一
〗
一

[
-
I
I
l

＿
芦
＿
い
一
〗

市民会館

（一般の部） 11:00-20:30

（学生の部） 13:00-18:30

13:00-1 s:oo 

I s:00-20:30 

13:00-16:00 

13:30-11:00 

12:oo-1s:30 

12:30-16:00 

市民会館

七生公会堂

10/28・29 

I 0/28・29 

10:00-11:00(29日は16:00)

9 :00-16:00(29日は 1s:00) 

10:00-16:00 

市民会館

七生公会堂

10/29 

11/ 4 

II /4 ・ 5 

11/4 ・ 5 
． 

11/ 5 

I 0:00-I 5:00 

（日野郵便局本局前集合）
上田・宮方面

9 :00-16:00 

9 :00-16:00(5日は 14:00)

10:00-16:00 

市民プラザ

市役所IOI会議室

市民会館

市民会館

9 :30-11:30 

1 o:oo-16:00 高幡不動尊

14:00-11:00 市民会館

中央公民館

中央公民館
10:00-1 s:oo(14日は 17:00)

9日・II日は休館
市民会館

10/10 

10/13 

10/14・ 15 

10/15 

I 0/28・29 

10/21 ・22 
． 

10/22 

10/22 

10/22 

I 5:00-17:00 市民会館

9 :00-17:00 

I 0:00-16:00 

14:00-16:00 

11/4-7 
9 :oo-17:00(7日は 1s:oo) 

(6日は休館日）
中央福祉センター

l l :00~ 16:00 

I 0:00-16:00(15日は 15:00)
中央播祉センター

12:00-11:00 

12:00-11:00 

9 :00-11:00 

12:00-16:30 

9 :30-1a:oo 

9 :00-11:00 

七生公会堂

市民会館

市民会館

市民会館

七生公会堂

中央福祉センター

11/ 5 

11/ 5 

11/ 5 

11/8-12 

11/11 

11/11 ・ 12 

11/11 ・ 12 

11/12 

11 :00-11:00 

14:00-11:00 

I 0:00-16:00 

I 0:00-1 s:oo 

14:00-16:00 

9 :00-1 s:oo 

10:00-15:00(12日は 15:30)

9 :30~ | 8:OO 

市民会館

市民会館

澗徳小学校

中央図書館

市民会館

市民会館

市民会館

市民会館
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秋
に
な
っ
て
雨
も
降
り
、
林
の

中
が
し
っ
と
り
濡
れ
て
く
る
と
、

落
葉
の
陰
か
ら
キ
ノ
コ
が
ポ
ッ
ク

リ
と
頭
を
も
た
げ
て
き
ま
す
。

今
回
は
、
雑
木
林
の
キ
ノ
コ
の

種
類
や
、
林
の
分
解
者
と
し
て
の

4
月
1
日
1
5月
31日
を
推
進
緑
化
協
会
へ
還
元
さ
れ
、
苗
木
の

期
間
と
し
て
行
わ
れ
た
緑
の
羽
根
配
布
な
ど
、
市
内
の
緑
化
推
進
に

募
金
の
日
野
市
で
の
総
額
は
、

280

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
緑
の
羽
根
募

万
2
千
754円
（
前
年
度
実
績
の
約
金
へ
の
こ
理
解
、
こ
協
力
あ
り
が

4
％
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
首
都
緑
化
推
進
委
▽
募
金
総
額
1
1
280
万
2
千
754円

►
四
季
折
々
の
自
然
観
察
会
員
会
に
納
入
後
、
圃
日
野
市
環
境
▽
内
訳11
自
治
会
…1
1
1
万
9

千
1
3
0
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了
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―
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―
．
叫
~
．
円

／
老
人
ク
ラ
ブ
・
・
2
1万
6

千
5
0
3

呻
円
／
市
立
小
・
中
学
校
…

5
万
3

[

今

回

は

、

市

役

所

か

ら

川

辺

自

然

観

察

会

[
堀
之
内
地
区
を
散
策
し
ま
す
。

111

千
12円
／
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園

千
443
円
／
団
体
・
事
業
平
山
中
地
区
青
少
年
育
成
会
で

所
…

91万
9
千
654円
／

一
般
・
街
は
、
次
の
と
お
り
映
画
祭
り
を
行

：

か

し

い

田

園

風

景

息

秋

の

川

園

を

散

策

[
3万
2

一
同
地
区
で
、
秋
の
草
花
と
日
野

神
明
上
第
9
.
1
0緑
地
1
日

野

皿

頭

募

金

…
30万
6
千
940円
／
市
役
い
ま
す
。

一
で
は
珍
し
い
ム
ク
ロ
ジ
（
種
は
か
。

一
正
月
の
羽
根
つ
き
の
黒
い
玉
）
▽
日
時
11
10月
8
日
⑪
午
前
9

一
所
機
関
・
・
・
15万
5
千
72円
ぜ

ひ

親

子

で

観

賞
く
だ
さ
い
。

中
央
公
園
（
解
散
）

unm

や
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
（
そ
ろ
ば
ん
時
＞
正
午
（
集
合
は
日
野
中
央
▽
定
員
11
先
着
50人
一

▽

主

催

1
1
首
都
緑
化
推
進
委
員
会
▽
日
時
1
1
9
月
24日
⑪
午
後
4
時

一
の
木
）
を
観
察
し
ま
す
。
公
園
池
の
前

。

問
天
中
止
）
▽
申
込
み
1
1電
話
で
開
日
野
市
〗
▽
協
力
1
1
晦
日
野
市
環
境
緑
化
協
か
ら
※
開
場
は
午
後
3

時
3
0分

一
秋
の
半
日
、
楽
し
い
解
説
で
▽
コ
ー
ス
1
1
日
野
中
央
公
園
ー
環
境
緑
化
協
会

(
6
市

役

所

内

一

会

▽

会

場

1
1
平
山
小
体
育
館

一
ゆ
っ
た
り
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん
川
辺
堀
之
内
ー
堀
之
内
緑
道
ー
線

2
6
5
)
へ
〗
▽
担
当

1
1公
園
緑
政
課6
内
線
3
6
1▽
内
容1
1
「
ラ
イ
ヤ
ン
ツ
ー
リ
ー

=＝=＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝-＝＝=＝=＝-＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝-===＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝=＝-＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝＝=＝＝＝＝==＝＝＝＝＝＝=＝＝＝-=＝＝=＝=＝＝＝=＝-=＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝l=＝＝-

用
を
し
や
す
く
す
る
。
パ
ッ
ク
や
ト
レ
イ
の
回
収
を

直

/

[

[

り

ホ

、

流

通

経

路

の

単

純

化

促

進

し

、

資
源
化
の
ル
ー
ト

商
品
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
の
に
乗
せ
て
い
く
。

[
 

手
に
届
く
ま
で
の
距
離
を
極
ヵ
②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
未
回

短

く

す

る

。

収

容

器

の

回

収

を

手

掛

け

、

へ

、

売

り

方

の

検

討

メ

ー

カ

ー

と

共

に

回

収

の

シ

①
容
器
を
使
わ
な
い
量
り
売
り
ス
テ
ム
を
造
り
、
リ
タ
ー
ナ

や
、
ば
ら
売
り
な
ど
売
り
方
ブ
ル
（
再
利
用
可
能
な
）
容

の
工
夫
を
す
る
。

器
の
開
発
に
努
力
す
る
。

②
詰
め
蓄
え
用
の
製
品
を
増
や
チ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
通
信

し
て
い
く
。

販
売
な
ど
、
紙
メ
デ
ィ
ア
を
自

③
賞
味
期
隈
経
過
商
品
が
発
生
ら
抑
制
す
る

し
な
い
た
め
に
、
販
売
量
を
リ
、
再
生
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か

適
正
に
見
込
む
。

る
マ
ー
ク
を
制
定
す
る
な
ど
し

ト
、
容
器
の
回
収
と
シ
ス
テ
ム
づ
て
、
啓
発
に
努
め
る

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

く
り

①

現

在

進

め

ら

れ

て

い

る

牛

乳

リ

サ

イ

ク

ル

課

）

短
期
的
な
課
題
と
し
て
の

．

施
策
の
展
開

9

ー
、
ご
み
発
生
の
抑
制

こ
み
の
発
生
の
抑
制
は
、
減
量
、

再
利
用
に
先
立
っ
て
重
要
な
こ
と

で
、
事
業
者
、
市
民
、
行
政
は
ま

ず
こ
の
こ
と
を
第

一
歩
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
み
に
な
る
も
の

の
製
造
は
最
小
限
に
止
め
、
発
生

し
た
も
の
は
回
収
し
、
再
利
用
す

る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
に

と
っ
て
は
、
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

選
ぶ
の
か
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。

ま
ず
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も

の
は
買
わ
な
い
、
使
わ
な
い
、
そ

し
て
作
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を

基
本
に
据
え
、
こ
み
に
な
る
も
の

を
買
い
込
ま
な
い
暮
ら
し
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

南平丘陵公園で自黙観察会

'
,
｀
汰

行
政
に
は
、
条
例
の
趣
旨
を
実
現

す
る
た
め
に
具
体
的
な
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

八
事
業
者
の
責
務
＞

製
品
の
製
造
、
流
通
、
販
売
に

わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者

は
、
こ
み
の
発
生
を
抑
制
す
る
観

点
か
ら
事
業
を
営
む
努
力
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

イ
、
製
品
の
材
料
を
再
利
用
可
能

な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

ロ
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
長
期
化

①
い
た
ず
ら
な
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
は
修
理
機
能
を
希
薄
に

し
、
廃
棄
物
を
増
や
す
お
そ

れ
が
あ
る
。
特
に
車
や
家
電

製
品
な
ど
は
部
品
の
交
換
が

長
期
に
わ
た
っ
て
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

‘,0 
し

②
修
理
態
勢
を
整
え
る
。

ハ
、
過
剰
包
装
・
梱
包
（
こ
ん
ぽ

う
）
の
抑
制

①
過
剰
包
装
は
自
ら
抑
制
し
て

、V。
し

②
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る
レ
ジ
袋

を
廃
止
し
た
り
、
有
料
に
す

る。
③
梱
包
材
は
業
者
が
回
収
す
る

か
、
ま
た
は
処
理
費
用
を
負

担
す
る
。

二
、
容
器
の
規
格
化

①
回
収
を
可
能
に
す
る
容
器
を

製
造
し
、
使
用
す
る
。

②
び
ん
や
ト
レ
イ
の
規
格
や
材

料
を
統
一
し
、
回
収
と
再
利

綺拿纏霧壽ノコ筐ち
魯凸蛉ぺ令合令パ心合/弧ら直

緑
の
羽
根
券
金
総
額
は

280
万
円

市
内
緑
化
推
進
に
活
用
し
ま
す

役

割

を

調

べ

ま

す

。

▽

解

説

者

1
1
富
士
党
氏
（
日
野
の

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。
自
然
を
守
る
会
幹
事
）

▽
日
時
1
1
9
月
23日
閲
午
前
10時
▽
参
加
方
法
1
1
直
接
集
合
場
所
へ

ー
正
午
（
雨
天
実
施
）
（
当
日
自
由
参
加
）

▽
会
場
1
1
南
平
丘
陵
公
園
（
集
合
▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
6
内

は

同

公

園

管

理

課

）

線

362
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落
川
地
域
に
新
し
く
「
落
川
都

営
住
宅
地
区
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設

し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
と
し
て
昭
和
40年
代
か

ら
建
設
が
始
ま
っ
た
地
区
セ
ン
タ

ー
も
、
今
回
の
完
成
で
59館
と
な

り
ま
す
。

．

地
域
の
会
合
や
文
化
活
動
な

ど
、
皆
さ
ん
の
触
れ
合
い
の
場
と

し
て
使
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地
1
1
落
川
819番
地

開
設
し
ま
し
た

落
川
都
営
住
宅

地
区
セ
ン
タ
ー

▽
主
な
施
設
内
容
11集
会
室
（
約

5
1
.
7平
方
店
）
、
和
室

(25畳
）、

冷
暖
房
完
備

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

ー・
9

・ヽ．＇

9
月

20
日
に

労

働

相

談

▽
日
時
1
1
9
月
20日
困
午
後
1
時

1
4時

▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館

▽
相
談
員
1
1
東
京
都
八
王
子
労
政

事
務
所
労
働
相
談
員
※
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(6
8
1
.

4
1
1
2
)
 

平
山
中
地
区
青
少
年
育
成
会
映
画
祭
り

「
ラ
イ
ヤ
ン
ツ
ー
リ
ー
の
う
た
」
上
映

の
う
た
」

▽
費
用
1
1
高
校
生
・
大
人
…

300円

／
小
・
中
学
生
…

100円
※
幼
児
は

無
料

▽
問
合
せ
先
11杉
山

(
6
9
4
.
2

3
9
8
)
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ユP

、し．＿＝
h-y-
噌

ご

住

久

保

川

と

青

ナ

メ

れ

ほ

ど

コ

ン

ク

リ

ー

ト

等

の

護

一岸
で
固
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
多
[

t

市
内
を
流
れ
る
川
で
、
多
摩
程
久
保
川
の
、
多
摩
動
物
公
摩
丘
陵
の
緑
と
程
久
保
川
が
生
[

叫
川
と
浅
川
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
園
よ
り
上
流
約
400認
付
近
に
青
み
出
す
谷
戸
の
風
景
が
残
っ
て

1

d

の
方
が
こ
存
じ
で
す
が
、
そ
れ
ナ
メ
（
写
真
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
ま
す
が
、
多
摩
動
物
公
園
よ

11

叫
以
外
の
川
の
名
前
は
意
外
と
知
ナ
メ
は
常
滑
（
と
こ
な
め
）
と
も
り
下
流
、
浅
川
に
合
流
す
る
ま
）

（
 血

ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
言
わ
れ
、
河
床
に
基
盤
岩
と
な
で
は
河
川
改
修
が
完
了
し
、
カ

111

一
今
回
は
多
摩
テ
ッ
ク
付
近
を
っ
て
い
る
岩
石
が
直
接
露
出
し
ミ
ソ
リ
護
岸
と
も
呼
ば
れ
る
急

i

叫
源
流
に
、
多
摩
動
物
公
園
や
高
て
、
水
が
静
か
に
流
れ
て
、
つ
峻
（
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
）
な
コ
ン
ク

111

5

幡
不
動
の
近
く
を
流
れ
、
浅
川
る
つ
る
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
リ
ー
ト
護
岸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

）

u

に
合
流
す
る
程
久
保
川
を
紹
介
を
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
岩
（
水
路
清
流
課
）
而

一

し

ま

す

。

盤

が

青

く

輝

，、ク

い
て
い
る
こ

叩

．

．

MIIII疇

3

h

衣

，

11

△

と

も

あ

っ

て

，

＂

＼

青

ナ

メ

と

呼

一11:＼
徊

vi

ば
れ
て
い
ま

J
 

“

ア

す

。

一
11

の

長

多

摩

動

物

一

辺

＊

｛

亨

●

翌

i

公
園
よ
り
上

…

流

で

は

、

そ

k
 

7
 

q
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r,ぎ―
h-rt―.. ―

里
1
'
~
n
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=
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＿
-
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-
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0
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t
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青
少
年
育
成
会
市
民
交
流
集
会
で
は
、
「
日
野
が
好
き
浅
川
は
さ
ん
で

大
き
な
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
19
日
⑪
正
午
に
高
幡
橋
か
ら
ふ
れ
あ
い

橋
の
両
岸
で
手
を
つ
な
ぎ
大
き
な
輪
を
作
り
ま
す
。

2
千
人
の
参
加
が
必

要
な
こ
の
輪
に
、
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
活
課
6
8
1
.
4
ー
ー

2
)
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(7) 

疇撼：恣咲裟疇

て^’‘
1995年（平成 7年）9月 15日

第879号

電話で聞ける市政情報罰眉五土悶旦 9:00~20:00 
合0120-042586（無料） （ 9 : 00-17: 00 

年末年始を除く ） 

サ
ッ
カ
ー
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
、
ジ
ー
コ
が
、

シ
ュ
ー
ト
、
ド
リ
ブ
ル
な
ど
を
直
接
摺
導
し
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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▽
日
時
1110月
10日
閲
午
後
1

時
1
4時
30分

▽
会
場

11中
央
大
学
八
王
子
校

舎
サ
ッ
カ
ー
場

▽
対
象

11小
学
4
年
1
6年
生

の
チ
ー
ム
単
位
で

5
チ
ー
ム
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
講
師

11ジ
ー
コ
氏
（
写
真
、

元
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
選
手
）
、
チ
ャ

・
ブ
ン
ク
ン
氏

（
元
韓
国
代
表

選
手
）

▽
主
催
・
問
合
せ
先

I
I
T
B
S

ラ
ジ
オ
同
ス
ク
ー
ル
事
務
局

(
6
0
3
.
5
5
7
0
.
5
4
9
4
)
 

ジ
ー
コ． 
サ
ヅ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

［奢賽襲襲璽晨誓嘉賛？屡嘉

万願寺歩道橋

案
内
図I 

”ご叫三9ー霜彗＂
砥区広場

／ ／日野

保健所

＠
第
46
回
公
民
館
映
画
会
・
小
津

安
二
郎
監
督
「
東
京
物
語
」

日
本
映
画
の
名
作
「
東
京
物
語
」

（
初
年
作
品
、
白
黒
・

136分
）
を

上
映
し
ま
す
。
出
演
は
、
原
節
子
、

笠
智
衆
、
東
山
千
栄
子
、
杉
村
春

子
ほ
か
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1110月
12日
困
午
後
2
時

か
ら
と
6
時
30分
か
ら

▽
定
員
11各
回
先
着
60人
※
申
し

込
み
を

＠
思
い
出
紙
芝
居
講
座

若
い
時
の
体
験
や
思
い
出
・
夢

な
ど
を
、
手
作
り
の
紙
芝
居
に
し

て
発
表
し
ま
す
。
あ
な
た
も
思
い

出
の
語
り
部
に
な
っ
て
、
楽
し
い

以
上
、
▽
会
場
・
申
込
み
先

II

中
央
公
民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

文化
．
 

芸術の秋に

ひ
と
と
き
を
過
こ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1110月
17日
1
1
2月
19
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10時
1
正
午

（全

10回）

▽
対
象

11市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60歳
以
上
の
方
30人
※
申
し
込
み

を`▽
講
師
11上
地
智
寿
子
氏
（
紙
芝

居
作
り
掴
導
）
、
中
根
友
子
氏
（
発

表
指
導
）

▽
費
用

11材
料
費
程
度
実
費

＠
ま
ち
づ
く
り
講
座

1
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
＼

「
地
方
分
権
の
時
代
」
と
言
わ

れ
る
現
在
、
文
化
に
つ
い
て
も
、

「東
京
」
一
極
集
中
で
は
な
く
、

自
分
の
ま
ち
で
自
分
た
ち
の
文
化

を
育
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
や
多
摩

地
区
で
文
化
活
動
を
し
て
い
る
方
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
方
を
招
い
て
、

日
野
に
お
け
る
地
域
文
化
の
育
成

と
展
開
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師

11別
表
の

と
お
り

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

20人
※
申
し
込
み
を

＠
映
像
の
あ
る
講
演
会
「
ア
ジ
ア

映
画
に
描
か
れ
た
日
本
」

か
つ
て
映
画
は
主
に
先
進
諸
国

で
作
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
状
況

は
大
き
く
変
わ
り
、
中
国
・
韓
国

・
台
湾
な
ど
の
映
画
が
、
世
界
の

大
き
な
映
画
祭
で
重
要
な
賞
を
次
▽
日
時

1110月
21日
山
午
後
1
時

々
に
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
ー
4
時

う
な
ア
ジ
ア
映
画
の
中
で
、
日
本
▽
講
師

11佐
藤
忠
男
氏
（
映
画
評

は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
論
家
）

で

し

ょ

う

か

。

▽

対

象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

戦
後
50年
と
同
時
に
映
画
誕
生
学
の
方
70人
※
申
し
込
み
を

loO年
の
こ
と
し
、
映
像
資
料
を
基

に
、
ア
ジ
ア
と
日
本
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

生
涯
学
習
講
座
ー

．．． 
鴫
轡
鷺
警
饂
鬱

教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
子
育
て
に
学
ぶ
」

や
各
種
研
究
を
行
っ
て
い
る
市
立
を
開
催
し
ま
す
。

教
職
員
研
究
室
が
、
市
民
を
対
象
講
師
の
矢
島
稔
氏

に
生
涯
学
習
講
座
ー
「
野
生
動
物
の
お
話
は
、
実
例
を

ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し

分
か
り
や
す
く
示
唆
に
富
ん
だ
内

容
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1110月
9
日
⑪
午
後
2
時

ー

4
時

まちづくり講座日程表

▽
会
場

11
市
立
教
職
員
研
究
室

（
案
内
図
参
照
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

申
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を
。

▽
講
師
11矢
島
稔
氏
（
元
都
立
多

摩
動
物
公
園
長
）

▽
定
員
11先
着
80人

▽
申
込
み

1
1
9月
29日
画
ま
で
に

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
。
電
話
の
場
合

は
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

＜
午
前
9
時
1
4時
に
、
ハ
ガ
キ

の
場
合
は
、
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
「
野
生
の
子
育
て
に
学

ぶ
」
を
記
入
し
、
市
立
教
職
員
研

究
室

(-F191高
幡
402潤
徳
小
内
6

9
2
.
0
5
0
5
)

へ

▲ママと一緒だヨ！

立川市地域文化振興財団

大河内員幸氏

日野古典芸能を楽しむ会

片山晟氏

佐藤利勝氏
劇団ひの

文化の育つ土壌づ
くり
（パネルディスカッ
ション）

演劇を見る会あさかわ

勅使河原直美氏
ごったに劇団

府中青年の家

劇団芸協

中根友子氏

末木 淳氏

あづさ欣平氏

コミュニティワーカー

佐藤章夫氏

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

文化のまちづくり
（まとめ）

※ t>時間＝午後7時～9時

※全4回のコーディネーター・ 9 • 大多和勇氏

疇考ふれろ
壌 C、

レクリエーション

L参加者募集二

演劇企画くすのき

大多和勇氏

市
民
体
育
大
会
が
次
の
よ
う

に
開
か
れ
ま
す
。

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日
程
1110月
22日
回
か
ら
の

毎
週
日
曜
日
、
祝
日

▽
会
場
11浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

ほ
か

▽
種
目
11
一
般
男
子

(
1部、
2

▽
日
時

1
1
9月
30日
山
午
後

2
時

1
4時

▽
会
場
11東
京
光
の
家
講
堂

▽
内
容

11
「
正
秋
バ
ン
ド
」
（
視

覚
障
害
者
の
バ
ン
ド
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

▽
持
ち
物

11上
履
き

．

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を
。

▽
問
合
せ
先

11社
会
教
育
課
6
内

線

534

コ
四
中
家
庭
教
育
学
級

ヽ
ヽ
ヽ
~

＂ 

れ

あ

ン
サ
ー
ト し‘

部
）
、
女
子
、
中
学
生
の
各
部

▽
費
用

11
ー
チ
ー
ム

4
千
円

（
中
学
生
の
部
は
無
料
）

▽
監
督
・
主
将
会
議
1110月
1

日
⑪
午
後

7
時
か
ら
市
役
所
5

階
505会
議
室
で
※
申
込
書
と
費

用
を
持
参

杢
陸
上

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
・
子
供

・
大
人
な
ど
の
世
代
を
越
え
た
交

流
の
場
で
す
。
午
前
中
に
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
体
操
、
童
謡
な

ど
を
、
午
後
か
ら
は
子
供
た
ち
に

よ
る
け
ん
玉
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど

を
行
い
、
楽
し
く
一
日
を
過
こ
し

ま
す
。気

睦
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場

1110月
8
日
向
、

11月
26日
⑪
・
・
・
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
予
定
）

／
10月
29日
佃
、

12月
3
日
⑪
・
・
高
幡
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
予
定
）

▽
時
間
11午
前
10時
ー
午
後

3
時

▽
費
用

11昼
食
代

700円

▽
申
込
み
先

11ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

▽
問
合
せ
先
11社
会
教
育
課
6
内

線

534

8
月
5
日
・

6
日
に
江
戸
川
区

で
行
わ
れ
た
「
菊
全
日
本
一
輪
車

競
技
大
会
」の
演
技
部
門
・
グ
ル
ー

プ
演
技
中
学
生
の
部
で
、
ひ
の
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
一
輪
車
ク
ラ
ブ

A
チ
ー
ム
が
準
優
勝
。
小
学
生
の

ひの社会教育センターチームが

全日本一輪車競技大会準優勝

部
で
も
B
チ
ー
ム
（
写
真
）
が
4

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
プ
ル
ズ
演
技
小
学
4

年
生
以
下
の
部
で
、
佐
藤
慶
さ
ん

（
五
小

4
年）

と
干
場
明
日
美
さ

ん
（
七
小
4
年
）
が
3
位
に
入
賞
。

＇ 
！ 
'. 

I 

ま日 抗さ
せ本来リら
ん一年レに
。ーは l ‘ 
が‘でレ
誕日も l
生 野 準 ス
す市優部
る に 勝 門
か → ゜小
も 一 学ー一
し輪生
れ申対

市
内
の
中
学
生
2
人
が

7
月
22日
・

23日
に
江
戸
川
区

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
第
34回

東
京
都
総
合
体
育
大
会
（
中
学
陸

上
競
技
）
で
、
次
の
方
が
好
成
績

を
収
め
、
東
京
都
代
表
選
手
と
し

て
関
東
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

＊
中
3
女
子
100
試
…
堀
越
美
帆
子

さ
ん

（三
中
3
年
）

＊
中
学
女
子
800
認
・
・
小
清
水
美
佳

さ
ん

（同

3
年）

今
後
も
、
更
な
る
栄
冠
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

陸

上

競

技

で

関
東
大
会
出
場

市立幼稚園からお知らせ

市立幼稚園の欠員状況をお知ら

せします（別表参照）。欠貴のある

幼稚園では、随時募集しています。

入園希望者は、希望する幼稚園へ

お問い合わせください。

，
 

三沢 175
云92-0432

硝
参
加
．
↓
[
よ
う

7
市
民
体
育
大
会
．．
 

▽
日
時

11
10月
29日
回
午
前

8

時
30分
か
ら
※
予
備
日
11月
5

日
⑭

▽
会
場
11市
民
陸
上
競
技
場

▽
費
用

11
高
校
生
以
上

200
円

（
小
・
中
学
生
は
無
料
）

▽
申
込
み

11小
・
中
学
生
は
9

月
21
日
困
午
後

5
時
ま
で
に
市

゜
26 

゜
5
 

程久保876-2
云 92-6330

。
4
 

役
所

5
階
体
育
課
へ
。
高
校
生

以
上
は
9
月
22日
⑥
正
午
ま
で

に
、
費
用
を
赤
え
て
体
育
課
ヘ

※
郵
送
は
同
大
会
事
務
局
（
〒

191南
平
9
の
27の
10堀
江
方
）

ヘ〶
硬
式
テ
ニ
ス
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
日
時
1110月
29日
⑭
、

11月

3

日
閲
•
5

日
⑪
・1
2日
⑪
．

19日
⑪
※
予
備
日

11月
23日
閲

▽
会
場
11多
摩
平
第
一
公
園
テ

5゚
 

6
 

15 

21 18 

ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

▽
費
用

11千
円

▽
申
込
み

1
1
9月
19日
囮
午
後

1
時
ー
4
時、

20日
困
午
後
3

時
ー
7
時
に
市
役
所

1
階
101会

議
室
で
受
け
付
け

••••
•••••••

••••
••••••••••••••• 

以
上
詳
し
く
は
、
体
育
課

(
6

内
線
541)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

他
の
競
技
は
、
随
時
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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市役所
代表電話 霊 85-1111

〶
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
種
1
1
看
護
婦

・
薬
剤
師
▽
募

集
人
貴
1
1
各
若
干
人
▽
応
募
資
格

1
1
資
格
取
得
者
で

45歳
く
ら
い
ま

で
の
健
康
な
方
（
た
だ
し
看
護
婦

は
女
性
）
▽
勤
務
日
時
1
1
原
則
と

し
て
月
曜
ー
金
曜
日
午
前

8
時
30

分
ー
午
後

5
時
（
面
談
に
よ
り
決

定
）
▽
給
与

11時
給
千
200円
＼
千

400円
（
交
通
費
全
額
支
給
）

▽
応

募
方
法
1
1
履
歴
響
（
写
真
赤
付
）

と
資
格
証
（
写
し
）
を
市
立
総
合

病
院
(
〒
191多
摩
平

6
の
1
の
1

6
8
1
.
2
6
7
7
)
へ
持
参
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

9
時
ー

午
後

4
時
）
ま
た
は
郵
送

互
図
書
館
嘱
託
貴

▽
募
集
人
舅

11若
干
人
▽
勤
務
日

時
1
1
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
午
後

4

時
30分
ー
7
時
▽
勤
務
場
所

11中

央
図
書
館
▽
勤
務
内
容
1
1
図
書
の

貸
し
出
し
・
返
却
及
び
整
理
等
の

補
助
▽
対
象

1118歳
ー
55歳
の
健

康
な
方
▽
賃
金
1
1

時
給
千

120
円

（
交
通
費
全
額
支
給
）
▽
申
込
み

11

9
月
22
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

赤
付
）
を
市
内
図
書
館
へ
▽
問
合

せ
先

11中
央
図
書
館

(6
8
1
.
7

3
5
4
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
▽
日
時

1
1
9月
30日
、
10月

5
日
・

12日
午
前

10時
1
1
1時
30

分
▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▼

は
じ
め
て
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室
▽
コ

ー
ス
・
日
時

1
1
A
コ
ー
ス
…

9
月

27日
1
2
9
日
午
前

10時
ー
正
午
／

B
コ
ー
ス
…

9
月
27日
ー
29日
午

後
1
時
30分
i
3時
30分
／
C
コ

ー
ス
…
10月
4
日
＼

6
日
午
後

7

凡
ごあんf如

呼
ぼしゅう

時
1
9時
▼
は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
▽
日
時

1110月
5
日・

12日・

19日
・

26日
午
後
1
時
30分
ー
2

時
30分
▼

3
歳
児
親
子
教
室
「
ポ

ニ
ー
」

▽
日
時
1
1
毎
週
月
曜
・
金

曜
日
午
前
9
時
40分
1
1
0時
40分

▼
3
•
4

歳
児
こ
ど
も
体
操
「
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
」
▽
日
時

1
1
9月
13日

か
ら
毎
週
水
曜
日
午
後

1
時
30分

ー
2
時
30分
（
全

15回
）
▼
は
じ

め
て
の
社
交
ダ
ン
ス
▽
日
時

1110

月
13日
か
ら
毎
週
火
曜
・
金
曜
日

午
後
7
時
1
9時
（
全

10回）

以
上
▽
会
場
・
問
合
せ
先
1
1
同

セ
ン
タ
ー

（6
8
2
.
3
1
3
6
)

■不
動
産
街
頭
無
料
相
談
会

▽
日
時

1
1
9月
16日
午
前

10時
i

午
後
4
時
▽
会
場

1
1
J
R八
王
子

駅
改
札
脇
広
場
▽
問
合
せ
先
1
1
全

日
本
不
動
産
協
会
（
長
谷
川

6
0
3

.
3
2
6
1
.
9
3
5
2
)
 

■無
料
不
動
産
相
談
会

▽
日
時

1
1
9月
21日
午
前

10時
ー

午
後
4
時
▽
会
場
11多
摩
市
商
工

会
（
京
王
線
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
北
口

ザ
・
ス
ク
エ
ア

3
階）

▽
問
合
せ
先

1
1
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

南
多
摩
支
部

(
6
8
3
.
7
8
3
0
)

■肝
臓
専
門
医
の
療
養
相
談
会

▽
日
時

1
1
9月
24日
午
後

1
時
i

3
時
30分
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

11肝
臓
病
友

の
会
（
歌
代

C
9
3
.
2
4
8
0
)

■結
（
ゆ
い
）
の
家
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時

1
1
9月
24日
午
後

2
時
ー

4
時
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
11
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ

ウ
ス
の
基
礎
知
識
と
国
内
外
の
実

践
例
▽
費
用
11500円
▽
問
合
せ
先

11和
田

(
6
9
4
.
4
0
1
8
)

④
16
ミ
リ
映
写
機
検
定

▽
日
程

1
1
9月
25日
▽
会
場

11中

央
図
書
館
※
映
写
機
は
22日
午
後

5
時
ま
で
に
必
ず
搬
入
を
▽
申
込

み
先

11中
央
図
書
館

(
6
8
1
.
7

3
5
4
)
 

み
ん

※
杢
印
は
市
が
行
う
も
の
、

■印
は
団
体
・
個
人
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

■「
働
く
者
の
文
化
展
」
作
品
募
集

▽
内
容
・
日
程

11書
道
・
写
真
展

…
9
月
26日
＼

10月
1
日
／
絵
回

…
10月
3
日
1
8日
▽
会
場
1
1
と

よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
応
募
方

法

1
1
9月
22日
ま
で
に
書
道
は
富

土
電
機
労
組

(
6
8
2
.
3
0
0

5
)
、
写
真
は
コ
ニ
カ
労
組

(683

•
1
5
2
1
)へ
、9
月
2
9日
ま

で
に
絵
画
は
日
野
市
職
員
組
合

(
6
8
4
.
2
7
8
4
)
へ
持
参
※

勤
労
•
青
年
会
館(
6
8
6
.
6
2

5
1
)
で
は
全
て
の
作
品
を
受
け

付
け
ま
す
。
作
品
展
の
前
日
ま
で

に
持
参
を

■日
野
子
ど
も
劇
場
9
月
例
会

▽
日
野
子
ど
も
劇
場
は
入
会
金
500

円
、
月
会
費
千
200円
で
観
劇
な
ど

を
楽
し
め
る
団
体
▼
低
学
年
例
会

「
亀
さ
ん
の
お
く
り
も
の
」

▽
日

時

1
1
9月
27日
午
後

6
時
30分
か

ら
※
亀
さ
ん
企
画
の
公
演
▼
高
学

生
例
会
「
み
え
な
い
友
達
」

▽
日

時

11
9
月
29
日
午
後

6
時
45分
か

ら
※
劇
団
仲
間
の
公
演

以
上
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
問

合
せ
先

11同
劇
場

(
6
9
1
.
5
1

3
6
)
 

■女
性
セ
ン
タ
ー
友
の
会
学
習
会

▽
日
時

1
1
9月
28日
午
後

1
時
30

分
＼
3
時
30分
▽
会
場
11女
性
セ

ン
タ
ー
▽
内
容
1121世
紀
、
安
心

で
き
な
い
あ
な
た
の
老
後
▽
問
合

せ
先

11谷
口

(
6
8
4
.
9
5
2
7
)

■日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養

成
講
座

．

▽
日
時

1
1
9月
30日
1
1
2月
16日

の
毎
週
土
曜
日
午
後

2
時
ー
4
時

▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
11海
外
か
ら
来
た
方
に
日
本

遜
もよおし

語
を
教
え
る
た
め
の
初
心
者
向
け

技
術
講
座
▽
定
晨
11
30人
▽
申
込

み
先
11日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
2
3
1
8
)

■動
物
愛
護
週
間
犬
・
猫
の
不

妊
．
去
勢
手
術
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
不
幸
な
子
を
生
ま
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
▽
費
用
1
1
雌
…
ー

万
円
、
雄
…

5
千
円
▽
申
込
み
11

電
話
か
F
A
Xで
9
月
17日
午
後

1
時

1
3時
に
動
物
た
ち
の
会

(
t
8
3
.
2
9
0
8
F
A
X兼
）
へ

●
教
育
懇
談
会
「
日
ご
ろ
に
思
っ

子
ど
も
の
様
子
」

▽
日
時

1
1
9月
16日
午
後

2
時
i

4
時
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
費
用

1
1
資
料
代
実
費
程
度
▽
問
合
せ
先

11
日
野
の
教
育
を
考
え
合
う
会

（
菊
池
6
9
3
.
4
8
1
3
)

■手
づ
く
り
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

を
す
す
め
る
会
か
ら

．

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募

集
▽
日
時

11
9
月
17日
午
前

10時

ー
午
後
4
時

（
雨
天
の
場
合
は
30

日
）
▽
会
場

11市
民
会
館
前
市
民

プ
ラ
ザ
※
申
で
の
来
場
は
こ
遠
慮

を
▽
費
用

11
参
加
費

300
円
、
賛

同
支
援
金
売
り
上
げ
の
2
割
▼
う

き
つ
き
手
芸
教
室
▽
日
時

1
1
9月

21日
午
前

10時
ー
正
午
▽
会
場
11

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
II

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
ミ
ニ
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
花
束
づ
く
り
▽
費
用
1
1
参
加

費
300円
、
材
料
費
600円

以
上
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
II

あ
い
あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)

■多
摩
友
の
会
講
演
会

「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」

▽
日
時

1
1
9月
19日
午
前

10時
i

正
午
▽
会
場
11府
中
グ
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
（
京
王
線
府
中
駅
北
口
）
▽

費
用

11600円
※
保
育
あ
り
280円
。

要
予
約
▽
問
合
せ
先

11田
辺

(
6

8
1
.
2
8
5
6夜
問
）

■紫
水
会
・
蒼
水
会
・
紅
水
会

第

6
回
合
同
水
墨
画
展

▽
日
時

1
1
9月
19日
1
2
3日
午
前

10時
ー
午
後

5
時
※
19日
は
午
後

1
時
か
ら
、

23日
は
午
後
3
時
ま

で
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
問
合
せ

先

11六
本
木

(
6
0
4
2
6
.
9
1

.
4
4
5
7
)
 

■第
9
回
日
野
五
人
展
（
油
絵
）

▽
日
時

1
1
9月
19日
1
2
4日
午
前

10時
ー
午
後

6
時
※

24日
は
午
後

5
時
ま
で
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11渡
部

(6
9
1
.
3
5
7
4
)
 

■日
野
の
と
ん
と
ん
む
か
し
の
会

▽
日
程
・
内
容

1
1
9月
20日
…
菊

地
正
氏
の
昔
話
「
十
五
夜
も
の
が

た
り
」
、
草
笛
ほ
か
／
10月
18日
…

同
「
生
ま
れ
変
わ
り
輝
（
た
ん
）
」
、

花
野
会
の
唱
歌
ほ
か
▽
時
間
11午

前
10時
ー
正
午
▽
会
場
1
1
高
幡
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
11
北
田

(6
9
3
.
2
3
1
7
)
 

●
写
真
展
「
フ
ュ
イ
チ
ゴ
の
森
か

ら」▽
日
時

1
1
9月
21
日
ま
で
の
午
前

10時
ー
午
後

5
時
▽
会
場
11中
央

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
1
1
谷

古
入
の
森
（
日
の
出
町
）
の
動
植

物
▽
問
合
せ
先
11
「
フ
ユ
イ
チ
ゴ

の
森
か
ら
」
の
開
催
を
進
め
る
市

■東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時

11
9
月
24日
午
後

2
時
か

■草
木
を
訪
ね
る
会

▽
日
程

1
1
9月
21日
（
午
前
10時

に
高
尾
山
か
す
み
台
集
合
・
小
雨

実
施
）

▽
定
員

1115人
▽
費
用

11

200円
▽
持
ち
物

11昼
食
、
水
筒
、

雨
具
▽
申
込
み
先

11佐
藤

(
6-83

.
0
2
7
9
)
 

■講
演
会
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
ー
昔
話
を
語
る
こ
と
の
意
味
」

▽
日
時

11
9
月
21日
午
後

6
時
30

分
ー

8
時
30分
▽
会
場
11勤
労
・

青
年
会
館
▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市

職
員
組
合
図
書
館
部
会
（
森
下
6

8
4
.
2
7
8
4
)
 

■劇
団
は
ぐ
る
ま
座
公
演

ゴ
ー
リ
キ
ィ
「
母
」

▽
日
時

11
9
月
22日
午
後

6
時
15

分
か
ら
▽
会
場

11市
民
会
館
▽
費

用
11前
売
り
指
定
：

4
千
円
、
自

申
・
・
一
般
3
千
500
円
、
中
・
高
生

千
500円
※
当
日
は
各
500円
増
し
▽

問
合
せ
先
11ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

■ぶ
ど
う
狩
り
と
甲
斐
善
光
寺
参

り
、
ワ
イ
ン
工
場
見
学
の
旅

▽
日
程

1
1
9月
23日
（
午
前

7
時

30分
に
京
王
ス
ト
ア
豊
田
店
東
南

隼
パ
ー
キ
ン
グ
前
集
合
）
▽
定
員

11先
着
225人
▽
費
用

1113歳
以
上

2
千
500円、

12歳
以
下
千
500
円
※

昼
食
は
持
参
を
▽
申
込
み

1
1
9月

18日
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
オ
リ

エ
ン
ト
労
組

(
6
8
2
.
2
9
9

0
)
、
富
土
電
機
労
組

(
6
8
2
.
3

0
0
5
)
、
コ
ニ
カ
労
組

(683.

）へ

1
5
2
1
 

■多
摩
川
石
遊
会
「
石
展
」

▽
日
時

1
1
9月
23日
・

24日
午
前

10時
ー
午
後

4
時
▽
会
場
1
1
羽
田

ヒ
ュ
ー
ム
管
昧
2
階
食
堂
▽
内
容

11
地
元
多
摩
川
石
の
展
示
▽
問
合

せ
先

11矢
島

(6
8
3
.
4
8
6
9
)

民
の
会
（
谷

6
8
1
.
8
5
3
3
)

ら
▽
会
場
11東
部
会
館
▽
出
涸
II

叶
家
正
喬
、
梓
家
花
笑
ほ
か
▽
問

合
せ
先

11日
野
古
典
芸
能
を
楽
し

む
会
（
片
山

6
8
4
.
9
9
1
6夜

間）●
民
謡
津
山
会15

周
年
記
念
発
表
会

▽
日
時

119月
24日
午
前
10時
i

午
後

6
時
▽
会
場
1
1
市
民
会
館
※

民
謡
歌
手
の
ゲ
ス
ト
多
数
▽
問
合

せ
先

11平

(
6
8
4
.
1
3
4
8
)

■七
生
養
護
学
校

心
身
障
害
者
教
育
講
演
会

▽
日
時
・
内
容

1
1
9月
25日
午
前

10時
ー
正
午
…
こ
と
ば
の
摺
導
／

9
月
30日
午
後
1
時
ー
3
時
…
卒

業
後
の
生
活
／
11月
18日
午
後
1

時
ー

3
時
…
進
路
学
習
▽
会
場
・

問
合
せ
先

11同
校

(
6
9
1
.
l
o

9
5
)
 

■翠
墨
会
作
品
展
（
水
墨
画
）

▽
日
時

1
1
9月
26日
1
1
0月
1
日

午
前

10時
ー
午
後
7
時
※

9
月
26

日
は
午
後
1
時
か
ら
、

10月
1
日

は
午
後
5
時
ま
で
▽
会
場
11北
野

市
民
セ
ン
タ
ー
（
京
王
線
北
野
駅

北
口
前
）
▽
問
合
せ
先
11吉
田

(
6

8
2
.
1
3
2
0
)
 

■講
演
会
「
こ
れ
で
い
い
の
？
子

ど
も
の
文
化
」

▽
日
時

11
9
月
30日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
費
用
11300円
▽
問
合
せ
先
II

杉
山

(
6
8
6
.
7
8
2
5
)

■ア
ト
ピ
ー
に
つ
い
て
の
講
演
会

▽
日
時

1
1
9月
30日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
問
合
せ
先1
1河
村
(
6⑱
•

6
0
1
4
)
 

■ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
の

大
沢
悠
里
講
演
会
「
笑
顔
が
一
番
」

▽
日
時

1
1
9月
30日
午
後

7
時
か

ら
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
問
合
せ

先
11固
日
野
青
年
会
議
所

(682

•2882) 

由
中
学
校
体
育
施
設
開
放

10月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時

1
1
9月
20日
①
体
育
館
・
・
・

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
午

ゑスポ—ッ
・

■七
生
福
祉
園
「
運
動
会
」

▽
日
時

1110月
1
日
午
前

9
時
i

午
後
3
時
30分
（
雨
天
の
場
合
は

15日
）
▽
会
場
1
1
同
園
※
地
域
の

方
の
参
加
種
目
あ
り
▽
問
合
せ
先

11同
園
（
村
上
6
9
1
.
0
0
4
9
)

■花
野
会
演
奏
会
（
合
唱
）

▽
日
時

1110月
1
日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場
11市
民
会
館
▽
内
容
II

福
島
雄
次
郎
「
南
島
歌
遊
ぴ
」
ほ

か
▽
問
合
せ
先

11市
川

(691.

5
5
7
0
)
 

●
ア
ン
デ
ス
の
風

i
n
檜
原

▽
日
時

1110月
8
日
午
前

11時
ー

午
後
3
時
30分
▽
会
場
11フ
ジ
の

森
野
外
音
楽
堂
（
檜
原
村
矢
沢
）

▽
内
容

11ア
ン
デ
ス
の
民
族
音
楽

会
ほ
か
▽
費
用
1
1
大
人
・
前
売
り

千
円
（
当
日
千
500円
）
、
小
・
中
学

生
500円
（
前
売
り
・
当
日
と
も
）

▽
問
合
せ
先
11
ア
ン
デ
ス
の
風
実

行
委
員
会
（
阿
部
6
8
4
.
4
5
1

9
午
後
7
時
以
降
）

■裏
磐
梯
紅
葉
写
真
撮
影
の
旅

▽
日
程

1110月
23日
ー
25日

(
2

泊
3
日
）
※
宿
泊
は
猪
苗
代
駅
前

の
民
宿
▽
費
用

1
1
3万
7
千
円
程

度
▽
定
員
11先
着

15人
※
撮
影
掴

導
あ
り
▽
間
合
せ
先
1
1
ザ
・
写
遊

会
（
小
林

6
9
3
.
4
7
8
8午
後

6
時
ー

9
時
）

〶
市
民
体
育
大
会
は7
面
に
記
載

後
3
時
③
校
庭
…
午
後
4
時
④
ナ

イ
タ
ー
(
-
中
、
二
中
、
七
生
中
、

三
中
、
四
中
）
…
午
後
6
時
▽
会

場
11市
役
所

5
階
505会
議
室
▽
資

格
11
各
登
録
団
体
の
構
成
員
で
団

体
証
を
持
参
し
た
高
校
生
以
上
の

方
▽
問
合
せ
先

11体
育
課
6
内
線

542 
〶
初
心
者
弓
道
教
室

▽
日
時

1110月
7
日
ー

11月
25日

の
毎
週
土
曜
日
午
前

9
時
30分
ー

11時
30分

（全

8
回
）
▽
会
場
1
1

南
平
体
育
館
▽
対
象

1116歳
以
上

■心
身
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
25

「
す
ず
か
け
の
家
」
バ
ザ
ー
人
▽
費
用
11保
険
料

200円
▽
申
込

▽
日
時

1110月
8
日
午
前
11時
ー

み

1
1
9月
25日

（
必
着
）
ま
で
に

午
後
3
時
▽
内
容
11手
作
り
品
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
、
住
所
、

雑
貨
ほ
か
※
提
供
品
受
け
付
け
中
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号

▽
会
場
・
問
合
せ
先

11す
ず
か
け
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会

の
家

(
6
9
1
.
7
5
6
1
)

体
育
課

(-T191神
明

1
の
12の
1

6
内
線
542)

へ

■バ
ド
ミ
ン
ト
ン
混
合
ダ
プ
ル
ス

選
手
権
大
会

▽
日
時

1110月
8
日
午
前

9
時
か

ら
▽
会
場
1
1
南
平
体
育
館
▽
種
目

1
1
1部、
2
部、

3
部
▽
費
用
1
1
1

組
2
千
500円
（
連
盟
会
願
は
千
500

円
）
※
当
日
会
場
で
徴
収
▽
申
込

み

1
1
9月
27日

（
必
着
）
ま
で
に

所
定
用
紙
（
南
平
体
育
館
に
あ
り
）

に
記
入
し
、
松
屋
美
智
子
(
〒
191

南
平
2
の
49
の
5
)
へ
郵
送
▽
問

合
せ
先

11中
村

(
6
0
4
2
6
.

4
5
.
6
6
2
0
)
 

田
中
高
年
の
た
め
の
体
操
教
室

▽
日
時

1110月
13日
ー

12月
1
日

(11月
3
日
を
除
く
）
の
毎
週
金

曜
日
午
後
2
時
ー
3
時
30分
（
全

7
回）

▽
会
場

11南
平
体
育
館
▽

対
象

1140歳
以
上
の
方
▽
費
用
11

保
険
料
lOo円
▽
申
込
み

1
1
9月
28

日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野

市
教
育
委
貴
会
体
育
課
(
〒
191神

明
1
の
12
の
1
6内
線
542)

へ


